
新型コロナウイルス感染症
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町ホームページ

令和4年3月末現在の
人口の動き

●人口　 13,799人（前月比+6人）	 男 6,938人（+19人）	 ●外国人人口 279人（前月比+29人）男 119人（+1人）女 160人（+28人）
　（外国籍除く）　 （前年比−9人）	 女 6,861人（−13人）	 ●世帯数 4,934世帯（外国人のみの世帯含む）

5 May  No.550
広報せいろう
2022

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

聖籠町公式ＳＮＳ

　４月 11 日（月）、蓮野小学校で登校時の
街頭指導が実施されました。
　新一年生を加えた児童が元気に、また、安
全に登下校できるよう地域の皆さまからも見
守りをお願いします。

ひろげよう　交通安全の輪



広報聖籠 R4.5　2日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

蓮野こども園
（昭和43年～）

蓮潟こども園
（昭和44年～）

亀代こども園
（昭和53年～）

　

３
月
30
日
（
水
）、

町
文
化
会
館
に
て
、
町

立
蓮
野
・
蓮
潟
・
亀
代

こ
ど
も
園
閉
園
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
園
の
歴
史
を

振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

ム
ー
ビ
ー
が
上
映
さ
れ

た
の
ち
、
閉
園
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
こ
ど
も
園
長

か
ら
園
章
が
返
還
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ

ど
も
園
は
、
次
の
未
来

へ
と
そ
の
た
す
き
を
つ

な
ぎ
ま
す
。

▲それぞれの園を象徴しデザインされ、園の旗にもなっていた園章を町長に返還

町
立
３
こ
ど
も
園  

閉
園

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
成
長
を
支
え
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
た

　
蓮
野
こ
ど
も
園
・
蓮
潟
こ
ど
も
園
・
亀
代
こ
ど
も
園
は
、

　
　
　
そ
の
役
目
を
終
え
、
未
来
へ
と
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た



3　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

聖籠町教育長 　近 藤 　 朗
　私が指導主事をしていた平成 16 年
度までは今のこども園は３園とも幼稚
園でした。そこでは、子どもたちを育
もうという気概に満ちた先生方によ
り、一人一人の思いを大切にした遊び
活動が展開されていたことを覚えてい

ます。
　その後、こども園へと名称を変えながらも幼児教育
を中核に据えた活動を継続してきましたが、社会状況
の変化に対応した体制構築の必要性が一層高まり、歴
史ある聖籠町の幼児教育体制を新たなものとすること
になりました。
　幼児教育は、生涯にわたる人間形成の基礎を培う普
遍的かつ重要な役割を担っています。このことは、聖
籠町で幼児教育をスタートさせたときの考え方と一致
するものだと考えています。
　教育委員会といたしましては、聖籠町で脈々と継承
してきた幼児教育に対する思いを大切にし、新しい体
制においても幼児教育センターを中核として町立幼稚
園と各法人の認定こども園の３歳児、４歳児、５歳児
に施す教育を充実させていきたいと考えています。
　最後になりましたが、これまでにご尽力いただきま
した園長先生をはじめとする諸先生方、地域の皆様に
感謝申し上げます。

聖籠町長 　西 脇  道 夫
　聖籠町は、幼児教育の重要性を踏ま
え、蓮野・山倉・亀代学区に１か所ず
つ幼稚園を設置しました。３幼稚園の
開園にあたりましては、関係する多く
の皆さまからのご理解とご協力を賜り
スタートいたしました。

　その後、時代の変化から、保育ニーズが高まり、平
成 17 年度から３幼稚園を保育所と幼稚園の機能を併
せ持つ「こども園」と改称しました。町の子育て施策
の大きな転換点となり、今日まで続いた町立こども園
を支えてくださった皆さまに厚く御礼申し上げます。
　さて、社会情勢の変化とともに保育や教育サービス
に対する保護者ニーズもさらに変化していきました。
町では、その多様なニーズに対応し、安心して子育て
できる町を実現するため、町立幼稚園（１園）と私立
認定こども園（４園）の「新しい保育システム」をス
タートします。
　閉園により長きにわたる歴史に幕を下ろすことに、
寂しさは伴いますが、新しい時代の要請に応えられる
という希望をもってまいりたいと考えております。今
後とも町の未来を担う子どもたちのため、変わらぬお
力添えをいただきますようお願い申し上げます。

亀代こども園　園長 　
西 村  美 紀

　私が初めて勤務
した園が亀代幼稚
園でした。大きな
園 舎、広い園 庭、
立派な松林という

絶好の環境にとても驚きました。亀
代の子どもたちは元気で素直で明
るくて、恥ずかしがりやだけれど素
直で人懐こい、私はそんな亀っ子た
ちが大好きです。青い海から吹いて
くる優しい風を感じながら“優しさ
と逞しさ”を併せもつ亀っ子に成長
していく子どもたちと共に健やかで
笑顔あふれる毎日を過ごすことが
できたこと、本当に幸せに思います。
　閉園は寂しさを感じますが、豊
かな自然、地域の方の温かい見守
り、保護者の方の深い愛情に包ま
れ育った子どもたちのさらなる成長
を期待しています。
　最後に、亀代こども園を育んでく
ださった関係者の方々に敬意を表
し、改めて感謝申し上げます。本当
にありがとうございました。

蓮野こども園　園長　
地 主  浩 美

　昭和 43 年創立
以来、53 年もの長
きに渡り地域に愛
されてきた蓮野こど
も園が閉園すること

となり、深い寂しさを感じています。
　春には桃やさくらんぼなどの果樹
の花々が咲き、弁天潟という自然に
恵まれた環境と共に、幼児教育に熱
意をもって築き上げてきた諸先輩方
の教育を土台に、各学年の発達に
即した活動や行事を行ってきました。
そんな歴史と伝統のある蓮野こども
園を閉園するにあたり、「一人一人
に自信をつけ、楽しいこども園」を
コンセプトに、最後の年の子どもた
ちの成長に全職員で力を尽くし見届
けてまいりました。ここでつけた一人
一人の自信を、新しい場所でさらに
発揮していけますよう願っています。
　これまで支えていただいた保護
者の皆様、勤務された歴代の園長、
職員に心から感謝申し上げます。
　ありがとうございました。

蓮潟こども園　園長　
渡 邊  恵 子

　蓮潟こども園は、
昭和 44 年に幼稚
園として開園しま
した。中には、親・
子・孫と３代にわ

たって通っている方もおられます。
保護者や地域の方々は園の教育方
針を理解してくださり、多方面にわ
たり協力していただいているので安
心して教育活動を進めることがで
きました。周りの方々の温かい支え
に感謝し、子どもたちの明るい笑
顔と元気な声に励まされ、広い園
庭と施設、自然に恵まれた素晴ら
しい環境の中で保育ができる喜び
を感じております。
　そんな蓮潟こども園も節目の年を
迎え、令和４年４月からは聖籠町の
幼児教育を引き継ぎ、新しく「せい
ろう幼稚園」として再出発をします。
新しい幼稚園では、今まで培ってき
た幼児教育の理念を大切にし、未
来を創る子どもたちのために益々発
展していってほしいと願っています。



広報聖籠 R4.5　4日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

お問い合わせ　教育未来課（内線３０５）

聖
籠
町
立
せ
い
ろ
う
幼
稚
園  

開
園

　
町
立
３
こ
ど
も
園
の
閉
園
式

に
続
き
、
新
生
「
せ
い
ろ
う
幼

稚
園
」
の
開
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
町
の
幼
児
教
育
の
理

念
を
引
き
継
ぎ
、
新
し
い
子
育

て
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
さ
ら
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
式
で
は
新
た
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
園
章
が
描
か
れ
た
園
旗
が

町
長
か
ら
、
西
村
園
長
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
歌
も
披
露
さ
れ
、

聖
籠
町
に
新
し
い
幼
稚
園
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
、
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⇒
園
章
は
、
聖
籠
町
が
海
や
川
に
面

し
て
い
る
こ
と
か
ら
水
色
を
基
調

と
し
、「
幼
」
の
字
の
背
景
は
町

の
花
の
ハ
マ
ナ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。

せ
い
ろ
う
幼
稚
園
　
園
歌

　
　
　
　
　
　 

作
詞
　
せ
い
ろ
う
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　 

作
曲
　m

okyu
-to

一 

楽
し
い
歌
声
　
青
い
空

　 

元
気
に
遊
ぼ
う
　
い
ち
　
に
い
　
さ
ん

　 

笑
顔
　
い
き
い
き
　
た
く
ま
し
く

　 

豊
か
な
心
　
せ
い
ろ
う
幼
稚
園

二 

や
さ
し
い
風
に
　
青
い
海

　 

元
気
に
咲
か
そ
う
　
夢
　
笑
顔

　 
桜
　
は
ま
な
す
　
蓮
の
花

　 
豊
か
な
自
然
　
せ
い
ろ
う
幼
稚
園

三 

な
か
よ
し
み
ん
な
で
　
手
を
つ
な
ぎ

　 

元
気
に
は
ば
た
け
　
未
来
へ
と

　 

ぶ
ど
う
や
　
も
も
に
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　 

豊
か
な
み
の
り
　
せ
い
ろ
う
幼
稚
園

閉園記念誌『町立こども園の歩み』
　町立こども園の閉園にあたり、長きにわたって町の幼
児教育を支え、多くの卒園生を送り出してきた町立蓮野
こども園・蓮潟こども園・亀代こども園の素晴らしい足
跡をたどるために、閉園記念誌『町立こども園の歩み』
を作成しました。
　また、旧３こども園の園歌も併せて掲載しています。
園児たちの歌声をぜひお聞きください。

※町ホームページ内のトップページ左側の「聖籠町教育委員会」のページ下段の「町
立こども園（蓮野・蓮潟・亀代）の歩み」からご覧ください。
右記QRコードを読み取ることでもご覧いただけます。 聖籠町教育委員会



5　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

お問い合わせ　教育未来課（役場３階）☎２７－１９５０

「
教
育
未
来
課
」

を
ご
紹
介
し
ま
す

　
町
で
は
、
先
生
方
が
子
ど
も
と
し
っ
か
り
向
き
合
え
る
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

補
助
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
「
教
育
未
来
課
」
で
は
、
学
校
現
場
と
直
接
関
わ
り

指
導
助
言
を
行
い
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【職】　氏名 主な業務内容

【課長】
須貝　克徳

統括、議会、教育委員会、校園長会、幼児教育センター
長、教職員人事管理、免許状関係、昇給事務、初任者研修、
中堅研修、学校基本調査、働き方改革、SSS事務、学校
指定研究、戦略的学校経営研究会、地域教育プログラム、
SDGs、教科書採択、学校事務共同実施、組合交渉、学
校保健、交通安全

【指導主事】
阿 部 　香

教育委員会、校園長会、学力安定化、体力向上、幼児教育、
幼小接続、地域教育プログラム、算数数学オリンピック、
放課後自学支援ルーム、プログラミング、デジタル教科書

【指導主事】
佐藤　政志

学力安定化、部活動、英語・ALT、イングリッシュキャ
ンプ、広島平和式典、学校運営協議会

【特別支援等主事】
戸川　しげ子

教育支援委員会、学警連、いじめ見逃しゼロ町民会議、
部落解放同盟、特別支援教育、通級指導教室、手話、い
じめ・不登校・問題行動、適応指導教室、人権同和教育、
道徳教育、介助員研修会、スクールカウンセラー、医療
的ケア運営協議会

【教育活動支援員】
村川　潤一

GIGA スクール、食育、端末のきまり検討委員会、メディ
アコントロール検討委員会、プログラミング、AIドリル、
アプリのアカウント作成・削除

【幼児教育アドバイザー】
鈴木　裕子 幼児教育、幼小接続、幼稚園研修、英語活動

【教育相談員】
遠藤　美紀

アセス研修会、教育相談等研修会、児童生徒・保護者の
相談業務、医療的ケア運営協議会

【子ども家庭相談センター長】
【子どもソーシャルワーカー】

関川　清美
相談センター総括、要保護児童に関すること
山倉小学校区担当

【子どもソーシャルワーカー】
南場　優子

相談支援業務に関すること
亀代小学校区担当

【子どもソーシャルワーカー】
荒木　千佳

相談支援業務に関すること
蓮野小学校区担当

教育未来課　職員紹介
▲写真（後列）佐藤、南場、関川、戸川、鈴木、村川
　　　（前列）荒木、阿部、須貝、遠藤



広報聖籠 R4.5　6日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

令
和
４
年
度
予
算
が

　
　
　
　
可
決
さ
れ
ま
し
た

令
和
４
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
会
計
予
算
に
係
る
意
見

一
般
会
計
予
算�

　
　

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
向
け
た
行

財
政
改
革
を
継
続
す
る
こ
と
で
財
源

を
確
保
し
、
総
合
計
画
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た　
住

ん
で
良
か
っ
た
聖
籠
町
」
の
実
現
に

向
け
た
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度

対
比
５
．１
％
、
４
億
１
５
０
０
万

円
減
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
76
億

９
５
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
全
体
で

42
億
１
９
８
万
９
千
円
、
前
年
度
対

比
１
．９
％
、
８
１
５
９
万
８
千
円

の
減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。
個
人
並

び
に
法
人
町
民
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
の
回

復
を
見
込
み
５
４
４
６
万
円
の
増
収

を
見
込
む
一
方
、
固
定
資
産
税
に
お

い
て
は
、
償
却
資
産
の
経
年
減
価
等

に
よ
り
１
億
４
０
４
７
万
５
千
円
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

  

歳
出
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

「
町
民
の
安
心
安
全
を
最
優
先
に
取

り
組
む
。」、「
教
育
・
福
祉
な
ど
の

分
野
も
知
恵
を
出
し
、
効
率
的
に
充

実
を
図
る
。」、
加
え
て
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
町
民
を

守
る
。」
と
い
う
考
え
を
基
軸
に
予

算
が
編
成
さ
れ
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
を
執
行
す
る
に

あ
た
り
、
安
心
安
全
、
教
育
・
福

祉
、
そ
の
他
の
施
策
の
そ
れ
ぞ
れ
優

先
す
べ
き
施
策
を
見
極
め
、
町
民
に

と
っ
て
よ
り
良
い
成
果
を
出
す
こ
と

を
念
頭
に
お
き
、
慎
重
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

歳
入
に
つ
い
て�

■　

一
般
財
源
で
あ
る
町
税
予
算

が
令
和
３
年
度
と
比
較
し
て

８
１
５
９
万
８
千
円
の
減
収
を

見
込
み
、
財
政
調
整
基
金
を

４
０
０
０
万
円
取
り
崩
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
を
要
し
た

歳
出
も
あ
る
と
考
慮
す
る
が
、
取

り
崩
し
に
対
し
憂
慮
す
る
。

　
今
後
、
一
般
会
計
、
企
業
会
計

等
で
公
共
施
設
全
般
の
補
修
、
改

修
が
必
要
と
さ
れ
歳
出
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。
自
主
財
源
で
あ
る

一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た

い
。

■　
町
は
県
民
税
に
お
い
て
、
３
年

連
続
収
納
率
が
上
が
り
表
彰
さ
れ

た
。
引
き
続
き
町
税
全
般
に
お
い

て
も
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ

た
い
。

■　
東
山
団
地
は
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
入
居
条
件
の
緩
和
に
よ

り
、
空
き
部
屋
が
減
少
し
た
点
は

担
当
課
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
と

思
う
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
空

き
部
屋
は
多
い
。
家
賃
の
減
額
も

含
め
、
今
後
の
在
り
方
を
検
討
さ

れ
た
い
。

　
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
の
町
の
当
初
予
算
が

可
決
さ
れ
、
４
月
か
ら
執
行
に
努

め
て
い
ま
す
。
可
決
さ
れ
た
予
算

内
容
は
、
広
報
せ
い
ろ
う
号
外
や

広
報
せ
い
ろ
う
４
月
号
に
て
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
効
果
を
高
め
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
可
決
に
あ
た
っ
て
は
議

会
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
付
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
・
検
証

を
行
い
、
適
切
な
執
行
と
さ
ら
な

る
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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歳
出
に
つ
い
て�

■
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達

　
昨
年
10
月
、
公
正
取
引
委
員
会
が

国
の
機
関
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し

実
施
し
た
調
査
で
は
、
シ
ス
テ
ム
調

達
に
お
い
て
そ
の
専
門
性
ゆ
え
「
業

者
に
よ
る
不
当
な
囲
い
込
み
」
が
多

数
見
ら
れ
、
そ
れ
が
費
用
の
高
止
ま

り
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事

例
が
散
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
独
占
禁

止
法
に
も
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
庁
も
競
争
環
境
を
整
備
す

る
方
針
を
示
し
た
。
町
が
使
用
す
る

情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
に
お
い
て
、
受

注
が
特
定
の
業
者
に
固
定
さ
れ
て
い

な
い
か
、
シ
ス
テ
ム
更
新
に
お
い
て

も
業
者
間
の
競
争
入
札
が
行
わ
れ
ず

費
用
が
高
止
ま
り
し
て
い
な
い
か
危

惧
さ
れ
る
。

　
Ｉ
Ｔ
分
野
に
精
通
す
る
人
材
が
行

政
側
に
い
な
く
、
業
者
任
せ
で
は
特

定
業
者
だ
け
が
対
応
で
き
る
仕
様
に

な
り
、
私
的
独
占
と
な
っ
て
し
ま

う
。
国
・
県
と
連
携
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
し
適
正
な
料
金
維
持
に
努
め

ら
れ
た
い
。

■
公
共
施
設
長
寿
命
化

　
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
今
回
は
長

寿
命
化
の
観
点
か
ら
計
画
を
改
訂
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
経
年
劣
化
の

進
ん
で
い
る
施
設
や
町
民
の
利
用
が

少
な
い
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
長

寿
命
化
よ
り
廃
止
と
い
う
早
め
の
決

断
も
考
え
ら
れ
た
い
。

■
国
際
交
流

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
長
年
行

わ
れ
て
い
る
中
国
の
県
費
留
学
生
と

の
交
流
を
企
画
し
て
い
る
が
、
こ
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
年
々
、
元
留
学

生
の
参
加
が
増
え
て
、
現
留
学
生
の

人
数
は
減
少
し
て
い
る
。
今
の
町
に

と
っ
て
、
国
際
交
流
が
中
国
の
み
で

良
い
の
か
考
え
ら
れ
た
い
。

■
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
事
業

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
扶
助
費

の
制
度
開
始
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

周
知
さ
れ
て
き
て
い
る
。
高
齢
者
に

と
っ
て
身
近
な
事
業
と
な
る
よ
う
事

業
内
容
を
適
宜
見
直
し
、
今
後
も
利

用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討

さ
れ
た
い
。

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
伸

び
伸
び
過
ご
せ
る
居
場
所
と
な
る
よ

う
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
現
場
で
の

密
な
連
携
を
図
ら
れ
た
い
。

■
高
齢
者
応
援
手
当

　
令
和
３
年
度
は
高
齢
者
応
援
手
当

扶
助
費
の
対
象
者
の
う
ち
、
１
０
０

人
ほ
ど
が
申
請
し
て
い
な
い
。
理
由

は
さ
ま
ざ
ま
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ

り
多
く
の
高
齢
者
の
支
援
と
な
る
よ

う
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
ら
れ

た
い
。

町長より
　一般会計当初予算は、議会において令和３年度、
４年度と２年連続で反対がありました。
　２年連続で反対があったことは、提案者として不
徳の致すところであり、深く反省するところであり
ます。
　反対は、髙松守雄議員、田中智之議員、青木順議
員、長谷川六男議員でした。
　反対討論では、【長谷川議員】農業政策等に力が
入っておらず不平等である。【青木議員】ざぶ～ん
館に対する将来的構想がない。保育体制の変化に不
安の声がある。町民が望んだのか。私立保育園への
土地貸付が予算議決後で不安。【田中議員】総合的
に反対。事例として地場物産の経営改善・ざぶ～ん
館の改修経費が高額、予算概要書の説明文は不適切
等（会議録については、議会事務局へお問い合わせ
ください。）
　仮に否決された場合は、町民生活に重大な影響が
生じないよう、義務的経費等必要最小限度の経費を
暫定予算（基本３か月程度）として再編成し、改め
て議会に提案することになります。
　このことは、４月１日から執行する保育事業、児
童クラブ、循環バス、ごみ収集やコロナワクチン接
種事業等が、場合によっては遅れる可能性もありま
す。また、契約手続きも２回となり煩雑となります。
　さらに、９か月分の予算・新規事業・工事・拡充
事業は改めて編成する本予算での提案となり、開始
時期が遅れ、執行に影響が予測されます。（暮らし
応援事業、学校改修、道路・消パイ等の工事、任意
予防接種・外国語教育・就学援助・タブレット活用
教育・介助員の配置等の拡充事業、私立こども園給
食費負担軽減・障がい児保育支援事業・新たな介護
予防サービス等の新規事業　等）
　このように、当初予算の成否は、町民生活に直接
大きな影響を与えます。あえてその危険を冒してま
で町民生活に必要不可欠な経費も含めて全てを否決
する必要があるのでしょうか。
　全国町村議員議長会が発行する議員必携にも「否
決は、予算の確定を全面的に否認することであるか
ら、町村長の提案した予算が極端に異常なものでな
い限り、否決は避けて修正その他の方途を講じるよ
う努力すべきであろう」と教示しています。
　当初予算は、職員とともに３か月近くをかけ、財
源調整の中、優先順位等を踏まえ編成します。その
結果の76億9500万円の予算が全て否決となった場
合、どのように編成し直すのか判断がつきかねます。

一般会計２年連続反対
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■
ざ
ぶ
ー
ん
館
管
理
委
託

　
ざ
ぶ
ー
ん
館
管
理
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
元
の
１
５
０
０
万
円
に

戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
少
し
ず
つ

経
営
改
善
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
経
営
が
難

し
く
な
っ
た
と
き
に
議
論
し
、
増
額

補
正
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
た
必
要
最
低
限
の
施
設
運
営
と

す
る
の
か
、
観
光
の
拠
点
と
な
る
よ

う
な
施
設
を
目
指
す
の
か
、
町
の
考

え
を
は
っ
き
り
す
べ
き
で
あ
る
。

■
健
康
づ
く
り
ポ
イ
活
事
業

　
健
康
づ
く
り
ポ
イ
活
事
業
は
、
内

容
を
分
か
り
や
す
く
広
報
し
、
多
く

の
町
民
が
健
康
づ
く
り
を
楽
し
め
る

企
画
に
さ
れ
た
い
。

■
農
産
物
販
路
拡
大
支
援

　
農
産
物
販
路
拡
大
支
援
事
業
補
助

金
は
新
規
事
業
と
し
て
大
い
に
評
価

す
る
。
今
後
は
、
生
産
者
の
販
路
拡

大
・
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、

ど
の
よ
う
な
経
費
に
使
え
る
の
か
事

業
内
容
の
細
部
を
早
急
に
詰
め
、
多

く
の
生
産
者
に
周
知
し
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

■
松
く
い
虫
被
害
木
伐
倒
駆
除

　
町
の
松
く
い
虫
被
害
を
食
い
止
め

る
た
め
、
個
人
所
有
の
被
害
木
の
伐

倒
駆
除
（
く
ん
蒸
）
に
対
し
補
助
金

の
増
額
を
し
た
こ
と
は
非
常
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
制
度
を
多

く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

手
立
て
を
考
え
ら
れ
た
い
。

■
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
管
理
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
、
こ
の
施
設
は
町

の
農
産
物
加
工
品
の
研
究
・
試
作
、

製
造
・
販
売
を
促
進
し
、
特
産
品
づ

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在

こ
の
施
設
が
設
置
当
初
の
目
的
を
十

分
に
遂
行
で
き
て
い
る
か
は
疑
問
で

あ
り
、
そ
の
責
任
は
委
託
し
て
い
る

町
に
あ
る
。
早
急
に
体
制
を
立
て
直

し
、
農
産
物
の
生
産
者
・
消
費
者
が

共
に
潤
う
よ
う
な
方
向
を
目
指
さ
れ

た
い
。

■
農
家
組
合
長
謝
礼

　
農
家
組
合
長
の
仕
事
は
、
数
少
な

い
文
書
配
布
が
中
心
で
あ
る
。
農
家

組
合
長
謝
礼
に
つ
い
て
は
、
実
態
の

把
握
を
し
て
本
当
に
必
要
か
ど
う
か

の
調
査
を
し
、
縮
小
か
廃
止
の
検
討

を
さ
れ
た
い
。

■
ク
ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
は
お
よ

そ
３
年
ぶ
り
と
な
り
、
乗
客
に
対
し

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
な
く
町

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
ら
れ
た
い
。

■
交
流
館
「
杜
」
エ
ア
コ
ン
入
替

　
交
流
館
「
杜
」
の
エ
ア
コ
ン
入
替

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設

の
利
用
頻
度
を
考
え
た
上
で
施
設
整

備
を
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
利

用
す
る
際
の
手
続
き
が
面
倒
で
あ
る

た
め
、
手
続
き
を
簡
素
化
し
利
用
申

し
込
み
を
待
つ
だ
け
で
な
く
「
杜
」

の
施
設
を
使
い
、
庁
内
各
課
の
講

習
・
研
修
・
講
座
な
ど
の
事
業
で
積

極
的
な
活
用
を
望
む
。

■
町
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

　

町
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
に
つ
い
て

は
、
費
用
対
効
果
を
し
っ
か
り
検
証

し
有
意
義
な
大
会
に
な
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

■
企
業
立
地
奨
励
金
制
度

　
企
業
立
地
奨
励
金
制
度
の
さ
ら
な

る
周
知
徹
底
を
行
い
、
未
操
業
地
の

解
消
を
図
ら
れ
た
い
。

■
道
路
植
栽
等
管
理

　
道
路
植
栽
等
管
理
業
務
委
託
料
に

１
５
５
７
万
８
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
町
長
の
選
挙
公
約
で
年
間

約
１
５
０
０
万
円
か
ら
縮
小
す
る
と

掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
向
け
て
努
力

さ
れ
た
い
。

■
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

　
消
防
団
の
団
員
確
保
は
持
続
可
能

な
地
域
防
災
に
は
欠
か
せ
な
い
。
消

防
団
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
検
討
会

の
報
告
書
に
は
団
員
確
保
、
士
気
の

向
上
、
家
族
の
理
解
な
ど
の
た
め
に

も
、
処
遇
の
改
善
を
行
う
よ
う
記
載

さ
れ
て
い
る
。
消
防
団
と
町
と
で
処

遇
の
改
善
を
検
討
さ
れ
た
い
。
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■
中
学
校
冬
期
通
学
バ
ス

　
中
学
校
の
冬
季
通
学
バ
ス
に
つ
い

て
、
料
金
が
値
上
げ
と
な
る
方
向
で

あ
る
。
今
後
、
中
学
校
冬
季
バ
ス
運

営
検
討
委
員
会
で
の
意
見
が
ま
と
ま

り
次
第
、
早
急
に
保
護
者
に
周
知
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
現
在
運
行
期
間
が

２
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
積
雪

を
考
慮
し
、
３
月
中
に
お
い
て
も
運

行
を
検
討
さ
れ
た
い
。

■
英
語
検
定
料
補
助
金

　

英
語
検
定
料
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
児
童
・
生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

後
押
し
に
な
る
と
思
う
。
施
策
目
標

で
あ
る
「
中
学
生
英
検
３
級
合
格
者

40
％
」
に
向
け
、
学
校
メ
ー
ル
や
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
も
活
用
し
、
予
算
以

上
の
受
験
者
数
と
な
る
ほ
ど
制
度
の

周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

■
教
育
未
来
課
の
新
設

　
教
育
未
来
課
の
新
設
に
よ
り
、
人

件
費
が
前
年
度
よ
り
大
幅
増
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
ま
で
大
幅
増
を
行
っ

て
新
設
課
を
作
る
こ
と
の
意
義
と
目

指
す
方
向
を
、
町
民
に
し
っ
か
り
と

周
知
さ
れ
た
い
。

■
給
食
調
理
等
業
務
委
託

　
給
食
調
理
等
業
務
委
託
料
は
光
熱

水
費
を
含
め
る
と
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
額
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
新
年

度
は
こ
ど
も
園
の
給
食
調
理
が
減
る

た
め
全
体
の
仕
事
量
が
減
り
、
委
託

料
も
減
額
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
来
は
給
食
の
提
供
数
に
対
し
て
の

委
託
料
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
執
行
時
に
検
討
さ
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計�

�

予
算

〇
事
業
勘
定

■　
健
康
管
理
の
観
点
か
ら
も
、
人

間
ド
ッ
ク
受
診
率
の
向
上
を
図
ら

れ
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算�

■　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
高
く
な
る
よ

う
努
力
さ
れ
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
精
査
し
て
、
介
護
予
防

等
に
つ
な
が
る
施
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

■　
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
な
る
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
に
つ
い
て
、
対
象

者
の
変
化
を
検
証
し
、
そ
の
効
果

を
町
民
に
公
表
で
き
る
範
囲
で
伝

え
、
よ
り
良
い
事
業
と
な
る
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
。

■　
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
や
介
護

予
防
住
宅
改
修
費
を
周
知
す
る
こ

と
に
よ
り
、
介
護
す
る
側
の
負
担

軽
減
を
図
ら
れ
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療�

�

特
別
会
計
予
算

■　
よ
り
多
く
の
後
期
高
齢
者
に
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
一
人
当
た
り
の
助
成
金
額

の
増
額
を
検
討
さ
れ
た
い
。

新
潟
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト�

事
業
聖
籠
町
特
別
会
計
予
算�

■　
意
見
無
し

下
水
道
事
業
会
計
予
算�

■　
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
常
に
正

常
に
作
動
し
て
い
る
こ
と
で
、
町

民
は
安
心
し
て
生
活
で
き
る
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
更
新
に

あ
た
っ
て
は
、
速
や
か
に
行
わ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

■　
下
水
道
の
接
続
率
は
、
県
の
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
さ
ら
な
る
接
続
率
の
向

上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計
予
算�

■　

安
心
で
安
全
な
水
道
水
の
供
給

に
努
め
る
と
同
時
に
、
さ
ら
な
る
上

水
道
の
利
用
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。
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聖籠町の
新体制

聖籠町長　西脇　道夫

副町長　髙松　光志

聖籠町教育委員会
教育長　近藤　　朗

聖
籠
町
議
会

　
議
長  
五
十
嵐
利
榮

聖
籠
町
農
業
委
員
会

　
会
長  

八
幡
　
　
裕

一
般
廃
棄
物
（
可
燃
・
不
燃

ご
み
な
ど
）・環
境
対
策
（
水

質
、
大
気
、
放
射
能
等
）・

公
害
防
止
・
し
尿
お
よ
び
浄

化
槽
・
狂
犬
病
予
防
お
よ
び

動
物
保
護
・
墓
地
・
食
品
衛

生
・
循
環
バ
ス
事
業
・
消
防

団
・
防
災
対
策
・
防
犯
対
策
・

交
通
安
全
対
策
・
空
き
家

　

伊
藤
　
敏
幸

海
津
　
良
輔

小
林
　
航
大

信
田
　
洋
平

山
岸
　
雄
太

新
保
イ
ミ
子

（
交
通
安
全
指
導
員
）

齋
藤
　
奈
美

（
交
通
安
全
指
導
員
）

生
活
環
境
課

　
課
長
　
高
橋
　
直
樹

　
補
佐
　
高
橋
　
一
裕

稲
作
、
畑
作
、
園
芸
お
よ
び

果
樹
振
興
・
農
業
生
産
団
体
・

農
業
後
継
者
対
策
・
水
稲
の

需
給
調
整
・
畜
産
振
興
・
制

度
融
資
・
商
工
業
団
体
・
住

宅
建
設
資
金
・
観
光
・
労
働

対
策
・
漁
業
振
興
・
土
地
改

良
事
業
・
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

暮
ら
し
応
援
事
業

　

川
崎
　
慶
典

阿
部
　
辰
哉

渡
辺
　
達
弥

畔
野
　
龍
平

遠
藤
　
寛
之

齋
藤
　
直
樹

産
業
観
光
課

　
課
長
　
渡
邊
　
広
彰

　
補
佐
　
宮
川
　
　
顕

　
副
参
事
　
佐
藤
　
和
美

都
市
計
画
・
開
発
行
為
・

建
築
確
認
・
町
営
住
宅
・

都
市
公
園
・
国
土
調
査
・

道
路
、橋
梁
、河
川
等
整
備・

道
路
用
地
の
取
得
・
道
路

認
定
、
廃
止・道
路
の
除
雪・

法
定
外
公
共
物
の
管
理
・

海
岸
（
港
湾
区
域
を
除
く
）・

環
境
美
化
推
進

和
田
　
文
夫

大
野
　
義
史

佐
藤  

彰
徳

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

高
橋
　
隼
人

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

渡
辺
　
弘
樹

遠
藤
　
一
葉

新
保
　
智
美

ふ
る
さ
と
整
備
課

　
課
長
　
小
林
　
　
稔

　
補
佐
　
稲
田
　
　
覚

東
港
振
興
室

　
室
長
　
澁
谷
　
　
覚

新
潟
港
の
振
興
・

企
業
立
地
支
援

　

小
林
　
正
義

渡
邊
　
悠
也

雨
田
ゆ
か
り

会
計
管
理
者

会
計
室

　
室
長
　
宮
下
　
勝
敏

税
金
等
収
入
・
収

入
支
払
業
務

冨
樫
　
　
正

諏
訪
　
靖
子

本
田
　
智
輝

水
道
管
理
棟
、
配
水
場
等
の

施
設
管
理
・
水
道
料
金
・
配

水
管
施
設
の
保
全
・
水
質
検

査
・
薬
品
管
理
・
受
配
水
・

配
水
管
施
設
等
の
占
用
許

可
・
配
水
管
工
事
・
水
道
管

路
図
等
の
保
守
、
下
水
道
管

渠
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
施
設
管

理
・
下
水
道
使
用
料
・
排
水

設
備
・
事
業
所
排
水
の
指
導

お
よ
び
監
視
・
排
水
施
設
な

ど
の
占
用
許
可
・
公
共
下
水

道
工
事
・
下
水
道
管
路
図
な

ど
の
保
守

石
田
　
正
統

長
谷
川
　
賢

田
村
　
　
治

（
再
任
用
）

大
谷
　
友
太

肥
田
野
弘
美

澁
谷
　
孝
雄

（
用
務
員
）

上
下
水
道
課

　
課
長
　
渡
邊
こ
ま
き

　
補
佐
　
齋
藤
　
直
子

主
な
業
務

係
長
級

主
任
級

主
事
級

会
計
年
度
任
用
職
員

議
会
運
営
事
務
及
び

調
査
事
務
・
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
等
の
運
営
と

研
修
に
関
す
る
事

務
・
請
願
陳
情
の
受

付
・
会
議
録
の
調
整
・

議
会
広
報
の
発
行

渡
辺
　
栄
子

　

小
林
　
大
志

　

議
会
事
務
局

　
局
長
　
飯
田
　
一
雄

農
業
委
員
会
の
運

営
・
農
地
法
の
規
定

に
よ
る
許
可
、
届
出

の
受
理
・
農
地
な
ど

の
調
査
報
告
・
農
地

基
本
台
帳
管
理
・
農

業
者
年
金

吉
田
　
晃
一

　

加
藤
　
篤
輝

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
局
長
　
長
谷
川
一
也

主
な
業
務

係
長
級

主
任
級

主
事
級

会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
・
法
務
・
情
報

公
開
・
財
産
管
理
・

人
事
・
給
与
・
秘
書
・

男
女
共
同
参
画
・
情

報
政
策
・
広
報
広
聴
・

国
際
交
流
・
各
種
統

計
・
区
長
会

小
林
め
ぐ
み

山
崎
　
　
諭

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ

派
遣
）

大
沼
　
　
智

鈴
木
　
　
中

小
宮
山
翔
太

髙
橋
　
　
淳

（
再
任
用
・
社
会
福
祉

協
議
会
へ
派
遣
）

田
中
　
雅
義

（
再
任
用
・
ス
ポ
ネ
ッ

ト
せ
い
ろ
う
へ
派
遣
）

二
宮
　
昌
平

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

相
馬
　
成
滋

阿
部
紗
也
佳

（
新
潟
県
へ
派
遣
）

渡
邊
み
な
み

遠
藤
　
美
菜

渡
邉
　
彩
花

石
田
貴
美
子

小
林
　
重
己

（
運
転
員
）

本
間
久
美
子

総
務
課

　
課
長
　
萩
原
　
波
春

　
補
佐
　
佐
藤
　
寧
久

　
副
参
事
　
昆
　
　
幸
恵

財
政
計
画・予
算
の
編
成・

資
金
調
達・地
方
交
付
税・

財
政
統
計
・
入
札
・
契
約
・

基
金
・
補
助
金
・
総
合
計

画
・
土
地
利
用
・
地
域
振

興
・
地
方
創
生
・
行
財
政

改
革
・
政
策
評
価
・
ふ
る

さ
と
納
税
・
広
域
連
携

　

宮
下
　
純
一

今
井
　
隆
太

（
新
潟
県
か
ら
派
遣
）

横
山
　
　
舞

青
栁
　
俊
矢

五
十
嵐
恭
子

総
合
政
策
課

　
課
長
　
高
橋
　
誠
司

　
補
佐
　
小
林
　
幸
宏

　
副
参
事
　
齋
藤
　
大
輔

町
民
税・法
人
税・

固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
た
ば

こ
税
、
入
湯
税
・

譲
与
税
、交
付
金・

税
証
明
・
町
税
そ

の
他
徴
収
金
の
徴

収
・
滞
納
整
理

　

足
立
　
亮
士

（
新
潟
県
地
方
税
徴
収

機
構
兼
務
（
派
遣
））

宮
下
　
　
毅

（
再
任
用
）

大
野
佳
奈
子

田
中
　
裕
太

松
澤
　
皓
斗

小
池
　
音
也

平
山
絵
莉
子

税
務
課

　
課
長
　
山
田
　
　
孝

　
補
佐
　
小
林
　
和
浩

住
民
基
本
台
帳・戸
籍・

印
鑑
登
録・火
葬
許
可・

人
権
擁
護
・
保
護
司
・

戦
没
者
遺
族
援
護
・
国

民
年
金
・
消
費
生
活
・

国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
・
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド

　

髙
橋
千
代
子

（
再
任
用
）

勝
見
　
慶
美

折
居
　
遼
太

水
戸
部
吉
成

長
谷
川
琴
乃

中
村
　
麻
里

佐
藤
　
綾
子

伊
藤
さ
く
ら

（
消
費
生
活
相
談
員
）

町
民
課

　
課
長
　
加
藤
　
義
勝

　
参
事
　
宮
澤
　
孝
也

　
参
事
　
新
保
千
寿
子

　
副
参
事
　
諏
江
　
忠
憲

　
副
参
事
　
大
矢
　
宏
二

保
健
・
医
療
費
助
成
・

献
血
・
国
民
健
康
保

険
診
療
所
・
ざ
ぶ
～

ん
・
障
が
い
者
福
祉
・

民
生
委
員
・
生
活
保

護
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
な
ご
み
の
家
・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス

荒
井
　
武
士

（
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
派
遣
）

勝
見
　
英
徳

藤
田
由
起
子

（
管
理
栄
養
士
）

水
戸
部
可
奈
※

井
上
　
祥
子
※

谷
内
田
亜
由
美

高
鳥
ま
ど
か
※

宮
澤
　
誠
也

（
再
任
用
）

関
本
ち
ひ
ろ
※

高
崎
　
　
悟

（
主
任
用
務
員
）

吉
田
　
友
美
※

民
谷
　
　
泉
※

三
浦
　
和
幸

渡
辺
　
　
脩

原
田
真
由
美

圓
山
由
美
子

（
ホ
ッ
ト
ル
ー
ム
と
も
）

安
在
　
珠
美

（
ホ
ッ
ト
ル
ー
ム
と
も
）

※
は
保
健
師

保
健
福
祉
課

　
課
長
　
松
井
　
　
博

　
補
佐
　
齋
藤
　
　
滋

　
補
佐
　
渡
邉
　郁
子
※

診
療
・
事
務

小
野
　
広
子

青
木
　
友
美
※
松
田
　
理
絵
※

蟹
井
ゆ
か
り
※
豊
島
美
和
子
※

※
は
看
護
師

国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
所
長
　
丸
山
　
貴
広

高
齢
者
福
祉
・
介
護

認
定
・
介
護
予
防
事

業
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
聖
海
荘
・

生
き
が
い
交
流
セ
ン

タ
ー

渡
邉
　
新
吾

大
沼
け
い
子

伊
藤
　
清
二

（
健
康
運
動
指
導
士
・

社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
派
遣
）

村
山
　
美
穂

（
主
任
介
護
支
援
専
門

員
・
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
派
遣
）

堀
　
　
市
郎

（
再
任
用
・
聖
海
荘
）

吉
田
　
理
紗

今
井
有
希
子

（
社
会
福
祉
士
・
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
派

遣
）

佐
藤
江
身
子

（
介
護
支
援
専
門
員
）

吉
川
　
三
美

雪
井
　
香
織

（
認
定
調
査
員
）

馬
場
　
浩
二

（
聖
海
荘
）

渡
邉
ミ
ツ
子

（
聖
海
荘
）

※
は
保
健
師

長
寿
支
援
課

　
課
長
　
小
野
　
芳
昭

　
補
佐
　
阿
部
　洋
子
※

須貝 克徳
（教育未来課長）

本田 智輝
（会計室）

佐久間 結莉
（せいろう幼稚園）

白崎 伶奈
（社会教育課）

小林 大志
（議会事務局）

遠藤 寛之
（産業観光課）

渡邉 彩花
（総務課）

阿部　香
（教育未来課

指導主事）

遠藤 美菜
（総務課）

髙加茂 佳代
（せいろう幼稚園）

加藤 篤輝
（農業委員会）

小池 詩織
（子ども教育課）

遠藤 一葉
（ふるさと整備課）

青栁 俊矢
（総合政策課）

澁谷　覚
（東港振興室長）

町
の
新
し
い
職
員
　
町
民
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

主
な
業
務

係
長
級

主
任
級

主
事
級

会
計
年
度
任
用
職
員

学
校
保
健
事
務
・
就
学
援

助
・
育
英
資
金
・
学
校
施

設
管
理
・
学
校
情
報
機
器

管
理
・
通
学
バ
ス
事
務
・

学
校
給
食
事
務
・
児
童
福

祉・新
子
育
て
シ
ス
テ
ム・

認
定
こ
ど
も
園・幼
稚
園・

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
・

児
童
広
場
・
児
童
遊
園
、

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手

当

高
橋
知
香
子

（
学
校
給
食
調
理
場
勤

務:
管
理
栄
養
士
）

牧
野
　
　
恵

進
藤
　
綾
子

長
嶋
　
義
則

（
職
長
運
転
員
兼
用
務

員・聖
籠
中
学
校
勤
務
）

嵐
　
　
美
穂

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
こ
ど
も
園

へ
派
遣
）

伊
藤
　
由
美

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
こ
ど
も
園

へ
派
遣
）

泉
　
美
和
子

篠
川
　
　
彩

菊
地
　
正
憲

（
主
任
運
転
員
兼
用
務

員
・
蓮
野
小
学
校
勤
務
）

齋
藤
　
和
子

（
ほ
し
ぞ
ら
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

渡
邉
あ
や
め

（
ほ
し
ぞ
ら
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

櫻
井
　
敦
史

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

長
谷
川
愛
子

（
聖
籠
は
じ
め
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

宮
澤
あ
か
ね

（
聖
籠
は
じ
め
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

佐
々
木
悠
介

水
戸
部
　
徹

仙
田
文
紗
綺

三
浦
　
昂
平

大
澤
　
裕
介

小
池
　
詩
織

曽
根
　
夏
生

（
ほ
し
ぞ
ら
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

加
藤
夏
菜
子

（
な
な
い
ろ
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

美
本
　
雄
太

（
な
な
い
ろ
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

中
村
　
千
遥

（
な
な
い
ろ
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

土
佐
林
莉
沙

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

頭
川
　
遼
子

（
聖
籠
は
じ
め
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

馬
場
　
卓
人

（
聖
籠
は
じ
め
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

遠
藤
　
洋
子

（
亀
塚
児
童
館
）

渡
辺
　
美
香

大
塚
　
涼

笠
原
　
浩
子

（
亀
塚
児
童
館
）

子
ど
も
教
育
課

　
課
長
　
佐
藤
　
　
寿

　
補
佐
　
天
野
　
秀
一

　
副
参
事
　
渡
辺
　
大
樹

　
副
園
長
　
齊
藤
　
和
美

（
ほ
し
ぞ
ら
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

　
副
園
長
　
阿
部
　
成
美

（
な
な
い
ろ
こ
ど
も
園
へ
派
遣
）

教
育
部
局
の
人
事
・
学
校

の
組
織
編
成・教
育
課
程・

学
習
指
導
・
生
徒
指
導
及

び
職
業
指
導
・
学
校
運
営

協
議
会
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
・
部
活
動
環
境
整

備
・
外
国
語
指
導
助
手
・

幼
児
教
育
・
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
・
子
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
・
要
保
護
児

童
対
策

　

南
場
　
優
子

（
子
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

　

村
川
　
潤
一

（
教
育
活
動
支
援
員
）

鈴
木
　
裕
子

（
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

戸
川
し
げ
子

（
特
別
支
援
教
育
等
主
事
）

佐
藤
　
政
志

（
地
域
教
育
主
事
）

遠
藤
　
美
紀

（
教
育
相
談
員
）

荒
木
　
千
佳

（
子
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

加
藤
千
賀
子

（
フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
）

松
田
　
千
里

（
フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
）

教
育
未
来
課

　
課
長
　
須
貝
　
克
徳

　
補
佐
　
関
川
　
清
美

（
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
長
兼
務
）

　
副
参
事
　
阿
部
　
　
香

（
指
導
主
事
）

幼
児
教
育

山
下
　
聡
子

齋
藤
　
美
奈

松
本
　
　
望

（
主
任
用
務
員
）

小
林
　
義
彦

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

羽
田
　
祐
子

相
馬
　
　
郁

青
山
　
千
尋

田
中
　
　
瞳

佐
久
間
結
莉

髙
加
茂
佳
代

　

せ
い
ろ
う
幼
稚
園

　
園
長
　
西
村
　
美
紀

　
副
園
長
　
若
月
　
美
保

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・
青
少

年
育
成
・
文
化
財
・
芸
術
文
化

振
興
・
社
会
体
育
・
団
体
の
指

導
、
育
成
・
民
俗
資
料
館
・
社

会
教
育
施
設
・
結
い
ハ
ー
ト
聖

籠
・
文
化
会
館
・
蓮
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
社
会
体
育
施
設
の
管
理
・

地
域
学
校
協
働
本
部

　

澁
谷
　
　
哲

（
任
期
付
、
地
域
学
校
協

働
本
部
統
括
推
進
員
）

春
木
　
邦
子

宮
下
　
悦
志

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

高
橋
　
　
愛

相
馬
　
　
悟

吉
川
　
和
輝

白
崎
　
伶
奈

髙
松
　
勝
雄

大
倉
　
幸
子

難
波
　
正
子

渡
辺
明
公
子

（
埋
蔵
文
化
財
調
査
員
）

高
橋
　
裕
子

（
結
い
ハ
ー
ト
聖
籠
）

錦
織
タ
ケ
コ

（
亀
代
地
区
公
民
館
）

平
野
　
　
清

（
亀
代
地
区
公
民
館
）

渡
邊
与
四
郎

（
亀
代
地
区
公
民
館
）

神
田
　
和
典

社
会
教
育
課

　
課
長
　
佐
藤
　
伸
一

　
補
佐
　
宮
澤
　
徳
昭

　
副
参
事
　
石
田
　
守
之

図
書
館
業
務

　

佐
藤
　
彩
子

小
林
　
恵
美

佐
久
間
雅
之

（
再
任
用
）

　

吉
川
　
田
鶴

渋
谷
真
由
美

宮
村
　
千
代

阿
部
　
邦
子

岡
本
　
夢
希

増
田
　
裕
美

佐
藤
　
文
子

宮
下
明
香
里

大
津
由
紀
子

渡
辺
　
伸
也

（
用
務
員
）

図
書
館

　
館
長
　
宮
下
　
聡
司

　
副
館
長
　
田
村
　
五
月

　
副
参
事
　
飯
沼
　
正
志

小中学校、幼稚園および
児童クラブの会計年度任
用職員（介助員など）に
ついては、各校園ごとに
配布されるおたよりなど
でご確認ください。



広報聖籠 R4.5　12日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　５月から春の総合健診が始まります。申し込み済の方には、４月中旬過ぎにご案内を発送しましたのでご確認
ください。

　感染拡大が長期化する中で、感染を恐れて町の健診や医療機関等の受診を控える【受け控え】が今後も懸念されま

す。健診を受けないまたは先延ばしにすることで、がん発見の遅れや生
活習慣病の悪化の恐れがあります。健診は不要不急ではありません。

　コロナ禍だから受けない、ではなく【コロナ禍でも受ける】ことで自分自身の健康を見直し、重症化を予防す
ることが大切です。

【総合健診を受けた方の声】
「時間が分けられていて例年よりも良かった」
「思ったより待たなかった、密ではなかった」
「密にならないよう感染防止対策をしっかり

とっていて安心して受けることができた」

▲保健福祉センターに入る前に、
健診を受ける皆さまへ体調確認
を実施。

▲待合スペースは、ソーシャルディ
スタンスを保つように配置。

▲健診期間中は、職員が会
場内の消毒作業を実施。

受診者全員に
体調チェック

職員が常時、
会場内を消毒

受付時間を分
散し、ソーシャ
ルディスタン
スを徹底

健診は不要不急ではありません！

検診の種類 日　　程 会場と受付時間

総合健診
・特定健診
・胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ
・胃がん検診
・大腸がん検診
・前立腺がん検診
・肝炎ｳｲﾙｽ検査

５　
月

11日 水 【会　　場】
　町保健福祉センター

【受付時間】
　午前８時～ 11 時

※健診内容によって上記
時間内で受付時間内で
受付時間を割り振って
ご案内しています。

12日 木

13日 金

16日 月

17日 火

18日 水
22日 日

※受診に必要なものや健診料金については、お手元に届きました
「総合健診のご案内」などをご確認ください。

※指定された日時で都合がつかない方および、新たに申し込みを
希望される方は、保健福祉課まで必ずご連絡ください。

※今後の新型コロナウイルス感染症の動向によっては、総合健診
を延期または中止する場合がありますので、その際は再度お知
らせします。

※春の大腸がん検診の容器受け取りの最終日は、５月 22 日（日）
となっています。個別通知が届いたら受け取りできますので、
事前の容器受け取りをおすすめします。

コロナ禍でも受けてほしい健診

徹底しています！感染症対策！

【受
う

け控
びか

え】は危険

健診日程

ポイント1

ポイント2

ポイント3

　町民の皆さまが安心・安全に健診を受け
ることができるように、健診センターと相
談を重ね感染症対策を徹底しています。そ
して、健診を受ける方と健診に従事する職
員双方で対策を講じながら、健診を運営し
ています。

この他にもさまざまな
対策を行っています！
安心してお越しください



13　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　婦人科検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）は、２年に１度受けることができる検診となって
います。昨年度受けていない方は、ぜひお申し込みください！
　すでに申込済みの方は、検診開始１ヶ月前頃に案内をお送りします。

名称 実施期間 会場 検診料金

子宮頸がん検診
（施設検診） ６月 ～ 12月 委託医療機関（４か所） 1000 円 ※

乳がん検診 ７月 ～ 12月 下越総合健康開発センター 1000 円 ※

※ 70歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方、生活保護世帯の方は無料です。

例年と異なっています。日程の詳細は案内をご確認ください。

お申し込み・お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７－６５１１

７つのお願い健診を
受ける

皆さま
へ

　健診受診日の２週間以内に県外の感染拡大地域に行った方は、受診日前日までに保健
福祉課にご連絡ください。その際、行動履歴を確認させていただきます。

　会場に入る前に、手指
のアルコール消毒とマス
ク着用等の咳エチケット
を徹底してください。

　必ず指定された日時で受診
してください。都合がつかな
い場合は、必ず保健福祉課ま
でご連絡ください。

　会場は常時換気をします。
寒暖差がありますので、着脱
しやすい服装でお越しくださ
い。

　37.5℃以上の発熱や体調
がすぐれない（せきや息苦し
さ、強いだるさ等）場合は、
健診を受けないでください。

　事前に、問診票等の必要な
書類をそろえ、記入もれがな
いか必ず確認してからお越し
ください。

　健診会場では適宜、職員が
声をかけ誘導します。感染予
防と誘導の妨げにならないよ
う私語はせず、職員の指示を
守ってください。

女性のがん検診を受けましょう！ 申し込んで
いますか？



広報聖籠 R4.5　14日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

※令和４年度事業分から、「居食亭ほうせい丸」様がチケット利用
対象飲食店として追加になりました！！

健康づくりで
ポイ活 2022

ざぶ～ん・地場物産館
スポネットせいろう・ほうせい丸※
で利用できるチケット 5000 円分
が 30 名様に当たる！

生涯健康で暮らせる町づくり（健康寿命の延伸）に向けて、
楽しみながら健康づくりに取り組んで、ポイントを集めよう！

  応募方法�
①聖籠町民（20 歳以上）が対象事業に参加すると、事業内容に応じてポイントシールがもらえます。
②ポイントシールを２枚集めたら必要事項を記入して、町保健福祉センター・聖籠町役場・トレーニングルーム
（町民会館内）にある応募箱に入れてください。

  応募締切：令和５年３月 31日（金）�
※ポイントシールは 2022 年度のものに限ります。
※１人何口でも応募できますが、当選は１回になります。

令和３年度「健康づくりポイ活事業」当選者決定
　令和３年度の「健康づくりポイ活事業」では、
20 歳代から 90 歳代まで多くの町民の皆さまか
らご参加いただき、延べ 1402 通の応募がありま
した。
　３月８日（火）に抽選会を行い、厳選なる抽選
の結果、当選者 30 名を決定しました。
　なお、抽選結果の発表は、賞品の発送をもって
代えさせていただきます。
　今後も多くの皆さまが、健康づくりに関心を持
ち、楽しく取り組んでいただくきっかけを作って
いきたいと思います。

※令和３年度事業分で当たったチケットは、ざぶ～ん・地場物産館・スポネットせいろうのみで利用可能です。

▲聖籠町役場にて抽選会を開催。町長・副町長・保健福祉課長が
緑丸・花ちゃんに見守られながら、丁寧に抽選しました。



15　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７－６５１１

 ポイントがもらえる対象事業 

事　業　名

付
与
ポ
イ
ン
ト
数

事　業　名

付
与
ポ
イ
ン
ト
数

町実施特定健診 1 町主催地区別健康教室（健診結果活用塾等） 2

町実施特定健診無料クーポン利用 2 個別栄養相談（医療機関紹介） 1

町国保人間ドック（R4年度分）（※1） 4 お悩み相談会 2

町後期高齢者人間ドック助成事業（R4年度分）（※1） 4 町実施健康づくり講演会・講習会　等 2

町実施喀痰検査（肺がん） 1 町実施「元気アップ教室」３か月コース 2

町実施胃がん検診 1 町実施「男の運動教室」５回参加 2

町実施胃がん検診無料クーポン利用 2 ※ 職域等健康診断結果提供者（R4年度分） 1

町実施大腸がん検診 1 ※ 職域等人間ドック結果提供者（R4年度分） 4

町実施大腸がん無料クーポン利用 2 スポネットせいろう事業

町実施前立腺がん検診 1 トレーニングルーム 10 回利用 1

町実施乳がん検診 1 各ヨガ教室 10 回参加 2

町実施乳がん検診無料クーポン利用 2 太極拳教室 10 回参加 2

町実施子宮頸がん検診 1 ハワイアンフラ教室 10 回参加 2

町実施子宮頸がん検診無料クーポン利用 2 ボクサーシェイプアップ 10 回参加 2

町実施成人歯科健診 ２ シニア向け健康教室 10 回参加 2

町実施後期高齢者歯科健診 ２ パラスポーツ教室 10 回参加 2

町実施２歳児親子歯科健診 1 その他健康づくりイベント参加 2

町実施妊婦歯科健診 2 にいがたヘルス＆スポーツマイレージ
100 ポイントと交換（※2） 2

※1  窓口にてポイントの受け渡しになります。ポイント希望の方は結果を持って保健福祉センターか町民課にお申し出
ください。人間ドックや職場などの健診結果は、個人が特定されない形で町の健康課題分析に利用させていただき
ますのでご了承ください。

※2  保健センター窓口のみで交換可能です。



広報聖籠 R4.5　16日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　聖籠町の農産物の安全性や品質の高さを生産者などが自ら消費者に
アピールし、顧客の確保や販路の拡大を図る取り組みを支援します。

以下の要件をいずれも満たす方
・町税などを滞納していないこと
・町内で継続して営農している農業者（個人および法人）または町

内の複数の農業者により組織される任意組織であること
【補 　 助 　 率】事業費の２分の１以内
【交 付 上 限 額】20 万円
【補助対象経費】

・見本市、物産展などへの出展料
・イベント会場、物品などの使用料および賃借料
・販路拡大交渉などに係る旅費（聖籠町職員等の旅費に関する条例

に規定する額を上限とし、日当を除きます）
・ロゴ・パッケージデザイン、ＰＲ資材等製作費
・農産物加工品の試作に係る費用
・農に関する認証取得に係る費用
・インターネット販売環境整備に係る費用
・上記のほか、新たな顧客の確保や販路の拡大を図る取り組みに係

る需用費、役務費、委託料、使用料および賃借料、原材料費、備
品購入費

※新たな顧客の確保や販路の拡大を図る取り組み以外の用途に容易
に供されるパソコンなどの汎用性の高い備品の購入費などは除き
ます。

【そ 　 の 　 他】
・国、県などが実施する類似の補助事業の対象となる場合は、本事

業による支援の対象となりません。
・本事業を活用した優良事例の取りまとめについて、事業実施後に

町から協力をお願いすることがあります。
・事業の活用を希望する場合は、事業内容のヒアリングをさせてい

ただきますので、事前に役場産業観光課にご相談ください。

役場産業観光課　農業振興係（内線１２６）

　認知症の方やその家族、認知症のこ
とを知りたい方など、どなたでも気軽
に集まり交流を楽しむ場所です。カ
フェの時間内で、認知症に関する個別
の相談もできます。
　　
日　時　５月 16 日（月）
　　　　午後１時 30 分～３時
場　所　なごみの家
　　　　（結いハート聖籠脇）
参加費　無料
持ち物　飲み物
定　員　12 名（先着順）
申　込　必要。電話でお申し込みくだ

さい（５月２日（月）より受
付開始）

【ご参加にあたってのお願い】
・新型コロナウイルス感染拡大状況に

よって中止となる場合があります。
その際には申し込みされた方へ個別
に連絡させていただきます。

・参加される方にはマスクの着用と来
場時の検温をお願いしています。

・体調不良・発熱などの症状がある場
合は参加の自粛をお願いします。

・飲食物の提供は行いません。飲み物
は各自ご持参ください。

・会場内の換気のため、扉や窓を開け
ることがあります。
参加される方は掛物や衣類で調節を
お願いします。

町地域包括支援センター
　（町保健福祉センター内）
　☎ 27 - 6521

「オレンジカフェなごみ」
（認知症カフェ）

農産物や加工品の販路の
拡大を支援

はじめての方
も大歓迎です

ご利用ください　役場休日・夜間窓口
　役場１階町民課で窓口を開設しています。住民票の交付やマイ
ナンバーカードの受け取りなど、通常の時間内に来庁が困難な方
は、ぜひご利用ください。

【５月の休日役場窓口】５月14日（土）午前９時～正午まで
【５ 月 の 夜 間 窓 口】５月25日（水）午後８時まで

　受け付けできる業務について、詳しくは担当窓口までお問い合
わせください。

役場町民課（内線１１１）



17　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

役場町民課
消費生活センター

☎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

令和4年 5月
139

消 費 生 活消 費 生 活

令和３年度の消費生活相談傾向

代金を先に振り込んだら連絡が
取れなくなった、代金引換配達
で受け取り開封したら違う商品
が入っていたなど、詐欺的サイ
トに関する相談が急増していま
す。これらの支払方法は被害回
復がとても難しいので、注文は
慎重に検討しましょう。

ご自身以外のこと
で相談される方も
意外と多いのね

◎相談件数の推移
令和元年度 104 件

令和２年度 118 件

令和３年度 120件

◎相談方法
来訪 54 件 45％

電話 66 件 55％
※昨年度の電話相談は 47％

◎相談者の性別、年代

◎契約当事者（誰に関する相談か）

■女性 63名 4 4 11 9 16 10 1 1 6

団
体

不
明

80
代

70
代

60
代

50
代

40
代

30
代

20
代

（
人
）

■男性 57名 3 6 6 14 9 9 3 3 4

30

25

20

15

10

5

0

※団体…町関係機関職員、法人など

「家族」の内訳
親 7 

配偶者 5 

子 3 

祖父母 1 

きょうだい 1 

親戚 1 

◎相談内容
《上位ランキング》
販売方法別

1 位 インターネット通販 33 件

2 位 訪問販売 14 件

3 位 電話勧誘販売 11 件

商品・サービス別
1 位 商品一般 22 件 迷惑メール、架空請求メール（商品が特定できない）など

2 位 運輸・通信サービス 15 件 光回線、プロバイダ、Wi－Fi、固定電話など

3 位 食料品 13 件 魚介類、黒にんにく、ジュース、健康飲料、米など

4 位 教養・娯楽サービス 12 件 出会い系サイト、情報商材、動画配信サービスなど

5 位 被服品 9 件 コート、バッグ、指輪、傘、磁気ブレスレットなど

電話相談が
増えたなぁ

本人
86件

家族
18件

その他
16件



広報聖籠 R4.5　18日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　3 月 14 日（月）、新発田地区交通安全協会聖籠支部臼井支部長から町内３小学校の新
一年生に、「交通安全 黄色いランドセルカバー」が、寄贈されました。
　この事業は、新入学児童を交通事故から守るとともに、家族ぐるみで交通安全につい
て考えてもらうため、新潟県交通安全協会が実施しているものです。
　横断歩道では歩行者が優先です。横断歩道付近ではいつでも止まれる
速度で徐行し、横断者を優先させましょう。
　また、横断歩道で子どもたちが手をあげている姿を見つけたら、車を
停止させ、横断し終わるまで待つなど、思いやりのある運転を心がけま
しょう。

●「自転車安全利用五則」を守りましょう！
　1  自転車は、車道通行が原則、歩道通行は例外
　2  車道は左側を通行
　3  歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　4  安全ルールを守ろう
　    ○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　    ○夜間はライトを点灯
　    ○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　5  子どもはヘルメットを着用
●歩行者ではなく「車両」の仲間です！
　　自転車は「車両」の一種（軽車両）です。歩
　行者ではありません。車道や歩道を自由気まま
　に歩行者感覚で走ることは許されません。

●「損害賠償責任保険」に加入しましょう！
　自転車は、手軽なイメージがあり、交通事故の加害者になっ
てしまうと、多額の損害賠償が発生する可能性があることにつ
いては、あまり認識されていません。
　万一の事故の補償に備えて「自転車保険」など、損害賠償責
任保険に加入しましょう。

※ＴＳマーク、知っていますか・・・
　TSマークは、自転車安全運転整備店で点検整
備（有料）を行い、基準に合格した安全な自転
車に貼付されるものです。TSマークには種類が
あり、右図の第２種赤色TSマークは、傷害・賠
償責任保険がついていて、万一事故に遭ったり、
事故を起こしたときに活用できます。

（※TSマーク付帯保険適用期間は点検から１年間です。）

　令和元年８月から、通学路の交通安全確保のため、
下記のとおり、『指定方向外通行禁止』等の通行禁止
を実施されています。交通規制は、土・日・休日を除
く、午前７時から午前８時までの１時間で、対象車両
は自動車・原付です。
　大切な子どもたちの交通安全を確保するため、ご協力
をお願いします。
※規制区間内に自宅車庫があるなど、やむを得ない事由

がある場合、規制時間帯の車両の通行について、「通
行禁止道路通行許可」をとる必要があります。

新一年生へランドセルカバーを寄贈

自転車を安全に利用するには…１０月から自転車保険が義務化になります！

苔沼～聖籠中学校グランド脇信号
交差点午前７時～８時

蓮野小学校 亀代小学校

山倉小学校
信号は青！

車が止まってくれて
いるけどもう一度
確認して渡ろうね！

　 町の交通事故発生状況
区分

年

2 月
（うち高齢者数）

1月〜 2月累計
（うち高齢者数）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

令和4年 1
（1） 0 1

（1）
4

（1） 0 4
（1）

令和3年 4
（1） 0 5

（2）
7

（4） 0 8
（5）

増　減 −3
（0） 0 −4

（−1）
−3

（−3） 0 −4
（−4）

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全

vol.240

今日も一日交通安全

聖籠中学校グランド脇
信号交差点

多目的野外運動広場
スポアイランド運動場付近

『車両通行止め』東北電力（株）
北新潟変電所方面から苔沼集落内

町学校給食共同調理場
向いＹ字路交差点

指定方向外通行禁止規制場所



19　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

農
業
委
員
会

３
月
25
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
24
期

�

第
37
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
３
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
48
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定・農
地
中
間
管
理
権
）

申
出
審
査
に
つ
い
て
・
・
・
６
件

　

以
上
４
項
目
が
審
議
さ
れ
、
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課

■
令
和
３
年
度
聖
籠
町

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
開
催

　
令
和
３
年
度
の
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
に
伴
い
、
２
回
の

本
会
議
お
よ
び
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
部
会
を
書
面
で
開
催
し
ま
し
た
。

・
第
２
次
健
康
せ
い
ろ
う
21
及
び
第

二
次
聖
籠
町
ま
る
ご
と
食
育
推
進

計
画
・
第
二
次
聖
籠
町
生
涯
歯
科

保
健
計
画
は
、「
国
民
の
健
康
の

増
進
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た

め
の
基
本
的
な
方
針
」
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
健
康
日
本
21
の
最
終

評
価
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
当
町
３
計
画
も
令
和
４
年
度

終
期
予
定
を
令
和
５
年
度
に
延
長

す
る
こ
と
を
委
員
か
ら
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

・
令
和
３
年
度
保
健
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
感
染
予
防
の
徹

底
や
各
種
健
診
事
業
の
受
診
率
向

上
に
向
け
た
工
夫
な
ど
の
取
り
組

み
を
報
告
し
、
令
和
４
年
度
も
引

き
続
き
町
民
の
安
全
・
安
心
を
基

本
と
し
た
保
健
事
業
の
展
開
を
図

る
こ
と
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
へ
の
影
響
や
、
自

殺
予
防
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

令和４年度
聖籠町消防団新体制

　地域の火災などによる被害を防ぐために日々訓練を
積み、私たちの生活を守る町の消防団。
　今年度は、新入団員５名および幹部１名が加わり、
班長 12 名が変わりました。また、これまで兼務だっ
た予防部長が専任となるなど、新体制となりました。
　今年度も火災や災害時における消防団活動に加え、
日頃から町内を巡回し、火災予防を呼びかけることで
地域の火災予防意識の向上を目指していきます。
※空気が乾燥し、火災が発生しやすくなっています。

地域、家庭でも火災予防をお願いします。

役場生活環境課　地域安全係（内線２８３）

職　名 氏　名（敬称略）

団 長 萩 原　 美
み

好
よし

副団長（教育主幹兼務） 阿 部　 孝
こう

平
へい

副 団 長 高橋 栄
え わ お

和男
訓 練 部 長 中 村　　 敏

さとし

技 術 部 長 新 保　 裕
ゆう

司
じ

予 防 部 長 吉 田　 敏
としゆき

之
第 一 分 団 長 肥田野 哲

てつ

也
や

第二分団長（福利厚生部長兼務） 臼 井　 顕
あきゆき

之
第 三 分 団 長 遠 藤　　 寿

ひさし

第 四 分 団 長 細 貝　 泰
やす

成
なり

第 一 分 団 副 分 団 長 熊倉　将
まさ

樹
き

（新任）
第 二 分 団 副 分 団 長 宮 野　 公

きみゆき

之
第 三 分 団 副 分 団 長 新 保　 良

よしゆき

先
〃 金 田　 直

なお

彦
ひこ

第 四 分 団 副 分 団 長 田 中　 和
かずゆき

行



広報聖籠 R4.5　20日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図　書　館　　☎27－6166
町保健福祉センター
　保健福祉課　☎27－6511
　長寿支援課　☎20－7433
上下水道課　　☎27－5141

（上水道管理棟）
診　療　所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

5 月 の 行 事
《相談事業》

ところ　役場１階会議室
◆行政相談
　10日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線２２５）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談（随時開催）
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎28‐7110

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　23日（月）午後１時10分～
○２歳６か月児歯科健診
　24日（火）午後１時10分～
○３歳児健診
　26日（木）午後１時～
○乳児健診
　31日（火）午後１時～
◆学級
○育児学級
　６日（金）午後１時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511
※急きょ、中止または延期する場合は、

その都度対象者へご連絡します。

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

5
月

17
日	

新
潟
東
港
聖
籠
地
区
立
地
企
業

連
絡
協
議
会
総
会

18
日	

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全

国
協
議
会
総
会

20
日	

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建

設
促
進
新
潟
地
区
期
成
同
盟
会

総
会

25
日	

日
本
港
湾
協
会
総
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
い
、
中
止
ま
た
は
延

期
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

下水道への接続および
上水道の加入を推進しています

　公共下水道は生活環境の向上や河川などの水質
保全などを目的として整備されますが、皆さんに
接続していただいて初めて効果が表れます。現
在、下水道が整備されている地域において、汲取
便所や単独・合併浄化槽を使用している場合は下
水道接続についてご理解をいただき、早めの接続をお願いします。
　また、聖籠町上下水道課では、町民の方が健康で快適な生活をおくるこ
とができるよう、安全・安心でおいしい水の安定供給に努めています。ま
だ加入していない方は、安心して利用できる上水道に加入しましょう。
　下水道への接続や上水道への加入をお考えの方は、「聖籠町暮らし応援
事業」（５月 31 日募集締切）により下水道接続費用や上水道切替費用の
一部について補助を受けられる場合があります。事業の詳細につきまして
は、本誌 22 ～ 23 ページ、または、町ホームページをご覧ください。

上下水道課（上水道管理棟）　☎２７－５１４１

町診療所からお知らせ
【５月の土曜診療】５月 14・28 日（土）午前のみ
【５ 月 の 休 診 日】５月 12・26 日（木）午後のみ
　　　　　　　 　５月 23 日（月）１日
　休診とさせていただきます。
　なお、小児新型コロナワクチン予防接種のため、５月９日（月）・
10 日（火）・11 日（水）の３日間休診とさせていただきます。

　ご理解のほどよろしくお願いします。

聖籠町国民健康保険診療所　☎２７－１２３４



21　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

出 生

死 亡

	 氏　名	 年齢	 行政区

小　川　和
かず

　代
よ

 さん	（89 歳）	 本大夫
淡　路　昭

あき

　雄
お

 さん	（80 歳）	 山大夫
土　田　麗

れい

　子
こ

 さん	（83 歳）	 山大夫
高　橋　　　劭

たかし

 さん	（74 歳）	 二本松
新　保　ク　ミ さん	（87 歳）	 杉谷内
斉　藤　タ　ツ さん	（93 歳）	 藤　寄
渡　辺　德

とく

　榮
えい

 さん	（97 歳）	 大夫興野
伊　関　トラノ さん	（96 歳）	 蓮　潟
曽　根　憲

のり

　雄
お

 さん	（86 歳）	 蓮　潟
今　井　義

よし

　雄
お

 さん	（79 歳）	 網代浜
渡　辺　キ　ミ さん	（89 歳）	 網代浜
渡　辺　芳

よし

　夫
お

 さん	（96 歳）	 次第浜
若　狭　良

りょう

　三
ぞう

 さん	（77 歳）	 上大谷内

3 月の届出

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

　凪
なぎ

 ちゃん	 （高橋　皓一）	 汐美台
　灯
あかり

 ちゃん	 （高橋　皓一）	 汐美台
総
そう

悟
ご

 ちゃん	 （桐生　拓麻）	 網代浜
仁
に こ

瑚 ちゃん	 （石井　太朗）	 藤　寄
　誠
まこと

 ちゃん	 （宮崎　真弥）	 蓮　潟
美
み あ

愛 ちゃん	 （坂上　大翼）	 二本松
來
くれ

愛
あ

 ちゃん	 （藤田　恭平）	 別　條
花
は な

菜 ちゃん	 （豊嶋　幹朗）	 二本松
練
れん

士
と

 ちゃん	 （田村　竜馬）	 山大夫
　樹
いつき

 ちゃん	 （高橋　啓太）	 網代浜
　由
ゆい

 ちゃん	 （大沼　周平）	 山大夫

婚 姻
      新郎・新婦　　　　  　   行政区

　菊　川　侑
ゆう

　亮
すけ

 さん
（大　矢）咲

さき

　子
こ

 さん
⎫⎬⎭

山大夫

幸せ多い人生を

ごめいふくをお祈りします

げんきなよい子

　令和４年度（令和３年１月～ 12 月分）の所得証明書（課税証明
書）が発行できる時期は以下のとおりです。それ以前にお越しいた
だいても発行できませんのでご注意ください。

住民税を給与天引きのみ
4 4

で納めている方
（サラリーマンなど）

それ以外の方

５月13日（金）以降 ６月14日（火）以降
※どちらに該当するかご不明な方は税務課までお問い合わせください。

【必要なもの】
　○本人・同居の家族が申請する場合

・・・身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証、健康保
険証など）

　○上記以外の場合・・・身分証明書および委任状
【発行手数料】１件につき３００円

役場税務課　税務係（内線１４３）

　計量法により、取引または証明に使用するはかりや分銅、おもり
は、２年に１回行われる定期検査を受けなければ、取引や証明に使
用することができません。
　令和４年度の定期検査を下記のとおり実施します。

６月１日（水）、２日（木）
　受付時間：午前 10 時から 11 時 30 分、午後１時から３時まで

役場隣の町倉庫

【対象となる主な計量器】
・商店などで商品の計り売りに使用するもの
・農業・漁業などに従事する者が、農産物・水産物などの計り売り

のために使用するもの
・運送業者などが貨物運賃の算出などに使用するもの
・工場・事業所などの原材料の購入、製品の販売・出荷のために使

用するもの

役場産業観光課　地域振興係（内線１２３）

所得証明書が必要な方へ

特定計量器の定期検査を行います

【税務課からのお願い】
　例年 6 月中旬～ 6 月末にかけて窓口が混み合います。新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、咳エチケットや帰宅
後の手洗い・うがい、マイボールペンのご持参などのご協力をお
願いします。
　また、証明書は郵送で申請することもできます。申請方法の詳
細は町ホームページをご覧ください。（聖籠町トップページ » く
らしの便利帳 » 税金 » 税に関する証明及び閲覧 » 証明書の申請
には郵送申請もご活用ください。）



広報聖籠 R4.5　22日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

移住・定住、住宅取得、リフォームや空き家の活用をお考えの方を応援

聖籠町暮らし応援事業

暮 ら し 応 援 事 業

町内で住宅を取得される方
で、今後 10 年以上継続し
て居住する意思のある方に
補助します。加算あり

町内在住で住宅と一連した敷地内にある
非居住用の建物や建造物を事業費 20 万
円以上で改修、解体・除去をされる方に
補助します。（事業用対象外）加算なし

町内で住んでいる（住む予
定の）住宅を事業費 20 万円
以上でリフォームされる方
に補助します。加算あり

①住宅取得 ③その他建物改修、解体・除去②リフォーム

　本事業は、既存住宅のリフォームによる移住環境の向上や人口増加策としての総合施策、町内住宅関連事業
者の振興と地域経済活性化を図ることを目的としています。

募集期間  令和４年４月１日～５月 31 日まで
応募多数の場合は抽選となります

事業の基準日：令和４年４月１日

「加算」は４種類あります

子 育 て 世 帯 申請年度の末日で 18 歳以下の子や孫と同居する世帯、妊娠中の方、申請から事業完了
までに妊娠された方も対象となります

転 入 世 帯 申請時に町外在住者で、工事完了後に町外から転入し、10 年以上継続して居住する意
思を有し、かつ、転居する予定がない世帯

若 者 世 帯 申請年度の末日で申請者または配偶者のどちらかが 40 歳未満の世帯

空 き 家 活 用 聖籠町空き家再生支援センター（空き家バンク）に登録している空き家

補助対象となる主なもの
住 宅 取 得 住宅の取得費

住宅リフォーム
屋根の改修、外壁の改修、浴室の改修、便所の改修、洗面所の改修、台所の改修、内装
の改修、手すりの設置、出入口・窓の改修、断熱改修、給排水・ガス管などの改修、電
気配線などの改修、エアコン設置工事（購入費を含む）

その他建物改修、
解 体 ・ 除 去

住宅（全部または一部）を車庫などに改修する工事、門、塀などの建造物の新設、改修、
解体・除去、外構工事、浄化槽の解体・除去



23　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

補助対象とならない主なもの
設計費用や各種申請手数料および諸税、土地の購入費、事業用に供するもの（農業用も含みます）、造園・緑
化工事、電話およびインターネット配線に係る 工事、部品交換（洗浄便座のみ、蛇口のみなど）、工事機械お
よび工具などの購入費、家具・家電製品・ガス器具の購入費、カーテン・ブラインドなどの設置・取替、シ
ロアリ駆除のみのもの、市場価格と著しくかい離のある見積の工事、聖籠町高齢者および障害者住宅整備事
業費助成事業実施要綱または聖籠木造住宅耐震改修等支援事業助成金交付要綱による助成金などを受けてい
るもの

補助率・補助額

項　　　目 基　本
加　　算

子育て世帯 転入世帯 若者世帯 空き家活用

住 宅 取 得
補助率 10% 2% 2% 2% 2%

限度額 100 万円 20 20 20 20

住 宅 リ フ ォ ー ム
（ 20 万 円 以 上 )

補助率 10% 2% 2% 2% 2%

限度額 50 万円 10 10 10 10

その他建物改修、解体
（ 20 万 円 以 上 )

補助率 10% ― ― ― ―

限度額 30 万円 ― ― ― ―

※補助額は補助率以内かつ限度額（万円）以内。千円未満切り捨て
※町外業者利用の場合の補助金額は補助金算出合計金額の 30% とします。
※町内事業者は、町内に事業所がある法人または町内に住所を有する個人事業者とします。

申請手続き・スケジュール
【募集期限】４月１日 ( 金 ) ～５月 31 日（火）まで募集（応募多数の場合は抽選となります）

事業者と契約後、聖籠町暮らし応援事業補助金交付申請書を役場産業観光課へ提出してください。（用紙は役
場産業観光課窓口のほか、町ホームページ、町民会館、図書館、海のにぎわい館にもチラシと一緒に備えて
あります。）

※原則として事業の着手は交付決定後に行うこととなります。工期などの都合で交付決定まで待てないやむ
を得ない理由がある場合は、その理由を記載した、「交付決定前着手届」を提出することで着手が可能とな
る場合があります。詳細につきましては、産業観光課にお問い合わせください。

※申請書の添付書類
　・補助事業に係る見積書の写し（施工金額の内訳が分かるもので、施工業者名が記載されている）
　 ・補助事業の内容を明らかにする図面
　 ・加算に該当する場合は、次の書類も一緒に提出してください。
　　　子育て世帯　 18 歳以下の者（子や孫）がいる場合は住民票の写し
　　　　　　　　　 妊娠されている方は母子手帳の写し
　　　若 者 世 帯　 申請者または配偶者の生年月日が確認できる公的書類（免許証など）の写し

お問い合わせ　役場産業観光課　地域振興係（内線１２２）



広報聖籠 R4.5　24日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

国民健康保険に加入されている方、または介護保険の被保険者の皆さま

新型コロナウイルス感染症の影響により次の
要件を満たす方は、令和４年度の保険税（料）
が減免となります

【保険税（料）の減免の対象となる方】
①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡し、または重篤な傷病を負った

世帯の方　⇒　保険税（料）を全額免除
②新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少（※）が見込まれる世

帯の方　　⇒　保険税（料）の一部を減額

お問い合わせ　役場町民課　保険係（内線１１６・１１７）

※保険税（料）が一部減額される具体的な要件
　世帯の主たる生計維持者について
（１）事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べて 10 分の３以上減少する

見込みであること
（２）前年の所得の合計額が 1000 万円以下であること（国民健康保険加入者の場合）
（３）収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の合計額が 400 万円以下であること
　注：申請にあたっては、収入を証明する書類が必要となります。

○国民健康保険税の減免額は、減免対象保険税額（A×B/C）に減免割合（D）をかけた
金額です。前年の所得額（B）が０円以下の場合は減免できませんのでご注意ください。
減免対象の保険税額（Ａ×Ｂ/Ｃ）
Ａ：世帯の被保険者全員について算定した保険税額
Ｂ：世帯の主たる生計維持者の減少が見込まれる収入にかかる

前年の所得額
Ｃ：世帯の主たる生計維持者及び世帯の被保険者全員の前年の

合計所得金額

合計所得金額に応じた減免割合（Ｄ）
300 万円以下の場合　：全部（10 分の 10）
400 万円以下の場合　：10 分の 8
550 万円以下の場合　：10 分の 6
750 万円以下の場合　：10 分の 4
1,000 万円以下の場合：10 分の 2

○介護保険料の減免額は、減免対象保険料額（A×B/C）に減免割合（D）をかけた金額です。
　前年の所得額（B）が０円以下の場合は減免できませんのでご注意ください。

減免対象の保険料額（Ａ×Ｂ/Ｃ）
Ａ：減免を受けようとする方の保険料額
Ｂ：世帯の主たる生計維持者の減少が見込まれる収入にかかる

前年の所得額
Ｃ：世帯の主たる生計維持者の前年の合計所得金額

合計所得金額に応じた減免割合（Ｄ）
世帯の主たる生計維持者の合計所得金額が
210 万円以下の場合　：全部（10 分の 10）
210 万円超の場合　　：10 分の 8

ご自身が減免の対象となるか、申請に必要な書類等の詳細については、下記担当窓口にお問い
合わせ下さい。※ホームページにも関連情報を掲載しています。



25　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

起きてからでは遅い。あなた
のお住まい、耐震化大丈夫？

　　　耐震診断 　　　耐震設計 　　　耐震改修

対象と　
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年５月 31日以前に、町

内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有す
る方で町税を完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第１回：  5 月 30 日（月）～ 6 月 6 日（月）
第２回：  9 月   5 日（月）～ 12 日（月）
第３回：11 月 14 日（月）～ 21 日（月）

毎年４月から12 月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この
限りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額　

■申請者負担額
　無料

■町補助額
耐震設計に係る費用の
50%（上限 10 万円）

■町補助額
耐震改修に係る費用の
23％（上限 65 万円）

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次及び建物の延べ床面積

が判断できる書類の写し
（登記簿謄本、建築確認済証・
検査済証、課税証明書等）

③申請者の町税の納税証明書（前
年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し（耐

震診断の成果品です。）
③耐震設計に要する費用の

見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写（耐

震設計で作成されます。）
③耐震改修に要する費用の

見積書（耐震設計で作成
されます。）

※補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改修
に要する費用の一部を補助しています。
　耐震診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は人間に
たとえると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断された住
宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

（中越沖地震：平成19年7月16日発生、新潟県柏崎市内）

思い立ったらすぐ行動！思い立ったらすぐ行動！
耐震診断費は耐震診断費は無料です！です！

お申し込み・お問い合わせ　　役場ふるさと整備課（内線２３３）



広報聖籠 R4.5　26日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

実
技
講
習
を
受
け
る
方
は
、
新
発

田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
室
・
視
聴
覚
室

　

実
技
講
習
を
受
け
な
い
方
は
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
で
の
受
講
（
講
義
会
場
の
受
講

は
で
き
ま
せ
ん
。）

犬
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
、
家

庭
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て

【
受
講
料
】
無
料

【
実
技
講
習
】
講
義
講
座
を
会
場
で

受
講
し
、
次
の
す
べ
て
の
日
程
に

参
加
で
き
る
方

５
月
22
日
（
日
）、
５
月
29
日

（
日
）、
６
月
５
日
（
日
）、
６
月

12
日
（
日
）

第
１
組
（
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
）

　

概
ね
１
歳
以
下
を
対
象

　

午
前
８
時
～
８
時
50
分
ま
で　

第
２
組
（
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
コ
ー

ス
）
概
ね
１
歳
以
上
を
対
象

　

午
前
９
時
～
９
時
50
分
ま
で

県
立
紫
雲
寺
記
念
公
園
内
第
３
駐

車
場
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
、
お
座
り
の
教

え
方
な
ど

【
受
講
料
】
２
０
０
０
円
（
新
潟
県

動
物
愛
護
協
会
の
会
員
で
な
い
方

は
、
別
途
入
会
金
２
０
０
０
円
が

必
要
）

【
定
員
】
各
回
10
組

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
下
越
支
部

事
務
局
（
下
越
動
物
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
５
４
‐
２
４
‐
０
２
０
７

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
費
用
の

一
部
を
補
助

　

県
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

繁
殖
を
防
ぐ
た
め
、
不
妊
去
勢
手

術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。県

内
（
新
潟
市
を
除
く
）
に
生
息

す
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
保
護

し
、
県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病

院
で
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
、
手
術
費
用
を
支
払
っ
た
県
内

（
新
潟
市
を
除
く
）
在
住
の
個
人

ま
た
は
団
体

【
申
請
期
間
】
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
※
申
請
期
間
内
で
も
予
算
額

に
達
し
た
時
点
で
補
助
終
了
と
な

り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】
一
頭
あ
た
り

　

オ
ス　

５
０
０
０
円

　

メ
ス　

１
万
円

※
手
術
費
用
が
上
記
金
額
に
満
た

な
い
場
合
は
、
そ
の
額
を
補
助

し
ま
す
。

　

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
申
請
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・

下
越
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
５
４
‐
２
４
‐
０
２
７
２

聴
覚
・
言
語
機
能
障
が
い

者
向
け
「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

　

音
声
で
の
１
１
９
番
通
報
が
困
難

な
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使

い
、
い
つ
で
も
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
通
報
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
と

比
べ
て
よ
り
早
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
通

報
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
利
用

に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
発
田
市
、
胎
内
市
お
よ
び
聖
籠

町
に
在
住
の
方
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
聴
覚
ま
た
は
言

語
機
能
に
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、

音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困

難
な
方

【
運
用
開
始
時
期
】

７
月
１
日
（
金
）
か
ら

新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部

通
信
指
令
室

☎
２
２
‐
１
１
１
９

家
庭
犬
の
し
つ
け
教
室

　
「
お
い
で
」
で
こ
な
い
、
散
歩
の

と
き
に
引
っ
張
る
、
犬
の
習
性
が
よ

く
分
か
ら
な
い
な
ど
、
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
こ

れ
か
ら
犬
を
飼
う
予
定
の
方
や
、
犬

の
し
つ
け
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
家
庭
犬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
坂
井
真
佐
子
さ
ん
、
中
島

槙
子
さ
ん

【
申
込
方
法
】
電
子
申
請
で
提
出
。

詳
し
く
は
下
越
動
物
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
講
義
講
習
】

５
月
15
日
（
日
）

新潟東港バイオマス発電合同会社と
公害防止協定を締結

　新潟東港バイオマス発電事業
は、新潟東港バイオマス発電合同
会社が町の東港地区に輸入木質ペ
レットを主な燃料とする専燃バイ
オマス発電設備を建設・運営する
計画で、令和６年 10 月からの営
業開始を予定しています。
　安全な操業や環境保全の確保を
主な目的とした公害防止協定の締
結を目指して、事業者と町で協議

を重ねた結果、協定書の内容に両者が同意し、３月 28 日（月）、役場
で公害防止協定締結式が行われました。
　協定では、事業者が大気汚染や水質汚濁などの公害防止対策を講じ、
公害発生時の措置などに最善を尽くすことを明記しています。

役場生活環境課　環境推進係（内線２８３）

▲協定書を交わす西脇町長（左）と新潟東港
バイオマス発電合同会社の菅原聖一事業本
部長（右）



27　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

成年年齢引下げと成年年齢引下げと
JKビジネス問題JKビジネス問題

　令和４年４月１日から、民法改正により成
年年齢が20歳から18歳に引下がりました。
　引下げによって、18歳、19歳の方は、自
分の意志で、親や監護者の同意がなくても、
様々な契約ができるようになります。
　そこで懸念されているのは、成年年齢引下
げにより若年層が、いわゆるアダルトビデオ
出演強制問題や「JKビジネス」と呼ばれる
営業により、性的な被害に遭うという問題の
増加です。
　こうした問題は、被害者の心身に深い傷を
残しかねない重大な人権侵害であるととも
に、女性活躍の前提となる安全で安心な暮ら
しの基盤を揺るがす問題です。
　例えば、18歳、19歳の人が、アダルトビ
デオの出演契約を締結してしまったり、「JK
ビジネス」での就労と決めてしまうと、未成
年者取消権が行使できず、契約を解除するこ
とが難しくなるといえます。
　18歳になったら、自らの行動がどういっ
た結果につながるのか、より慎重に考える必
要があります。

役場総務課　総務管理係（内線２２５）

男女共同参画通信
vol.41

新
潟
県
調
理
師
試
験
の

ご
案
内

　

令
和
４
年
度
新
潟
県
調
理
師
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
試
験
日
時
】

◆
本
試
験　
10
月
29
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
本
試
験
の
会
場
は
、
決
定
次
第
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

（https://w
w

w
.pref.niigata.lg.

jp/sec/kenko/13568647725
80.htm

l

）

◆
再
試
験
（
災
害
等
、
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
り
試
験
を
延
期
す
る

場
合
に
実
施
）

12
月
10
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
申
請
書
類
】

受
験
申
請
用
書
類
は
、
５
月
９
日

（
月
）
か
ら
各
保
健
所
、
新
潟
県

福
祉
保
健
部
健
康
づ
く
り
支
援

課
、
公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技

能
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

申
請
用
封
筒
に
提
出
書
類
一
式
を

封
入
の
上
、「
簡
易
書
留
」
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間　
５
月
９
日
（
月
）
～

６
月
３
日
（
金
）
ま
で（
消
印
有
効
）

・
提
出
先　
公
益
社
団
法
人
調
理
技

術
技
能
セ
ン
タ
ー
調
理
師
試
験
担

当
（
〒
１
０
３
‐
０
０
１
２ 

東
京

都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
２
‐
８

‐
５
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
５
階
）

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
す

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、不
得
意
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性
の

検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に
よ

り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
49
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
） 

定
員
８
名

５
月
19
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
49
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

　

電
話
受
付
時
間　

平
日
午
前
10

時
～
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜

日
は
休
館
日
）

消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

事
業
者
の
方
向
け
に
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
者
で
消
費
税
の

課
税
事
業
者
の
方
向
け
に
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
相
談
会

も
開
催
し
ま
す
。

新
発
田
税
務
署
（
新
発
田
市
諏
訪

町
１
‐
12
‐
24
）
２
階
会
議
室

【
日
時
な
ど
】

【
そ
の
他
】　

　

相
談
会
で
は
登
録
申
請
が
可
能
で

す
。
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
暗
証

番
号
を
ご
持
参
下
さ
い
。（
パ
ソ
コ

ン
ま
た
は
紙
で
の
作
成
も
可
能
で

す
。）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
な
ど
に
よ
り
説
明
会
の
開

催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

来
場
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
発
田
税
務
署

法
人
課
税
部
門

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
１
６
１

個
人
課
税
部
門

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
１
６
１

開催日 説明会
開催時間

個人事業者
相談会開催時間 定員 事前予約

期限

5/31
（火）

午前10時～11時
午後２時～３時

午前11時～正午
午後３時～４時

各12名
5/27（金）
午後４時

6/28
（火）

午前10時～11時
午後２時～３時

午前11時～正午
午後３時～４時

各12名
6/24（金）
午後４時



広報聖籠 R4.5　28日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

ト
ッ
プ
チ
ー
ム

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手
か
ら

入
学
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
呈

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
は
、
聖

籠
町
を
は
じ
め
と
す
る
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
30
市
町
村
に
所
在
す
る
全
小
中
学

校
な
ら
び
に
特
別
支
援
学
校
な
ど

に
、
入
学
の
お
祝
い
で
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
選
手
か
ら
の
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
本
活
動
は
、「
未

来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
『
夢
を
与
え

ら
れ
る
ひ
と
づ
く
り
』
に
貢
献
し
ま

す
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
い
た
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
今
年

で
14
年
目
を
迎
え
た
活
動
と
な
り
ま

す
。

　

聖
籠
町
に
所
在
す
る
山
倉
小
学
校
、

亀
代
小
学
校
、
蓮
野
小
学
校
、
聖
籠

中
学
校
の
４
校
に
は
、
聖
籠
町
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
、
選
手
か
ら
の
入

学
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ

る
各
市
町
村
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
お
手
伝
い
を
し
、
さ
ら
に
各
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
々
に
ク
ラ
ブ
や
選

手
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
が
皆
様
の
身
近
な
存
在
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
「
ご
当
地
応
援

選
手
」
で
、
聖
籠
町
は
「
新
発
田
・

阿
賀
エ
リ
ア
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
担
当
選
手
は
、
Ｄ
Ｆ
舞
行

龍
ジ
ェ
ー
ム
ズ
選
手
（
№
５
）、
Ｆ
Ｗ

矢
村
健
選
手
（
№
28
）、
Ｍ
Ｆ
伊
藤

涼
太
郎
選
手
（
№
13
）、
Ｍ
Ｆ
シ
マ

ブ
ク
カ
ズ
ヨ
シ
選
手
（
№
29
）
の
４

名
。
聖
籠
町
内
の
小
中
学
校
に
は
、

４
名
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
選
手
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

聖
籠
町
内
の
小
中
学
校
に
ご
入
学

さ
れ
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
の
門
出

を
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選

手
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

レ
デ
ィ
ー
ス

後
半
戦
再
開

　

２
０
２
１
‐
２
２　

Ｙｏ
ｇ
ｉ
ｂｏ　

Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
は
、
３
月
13
日
（
日
）

ア
ウ
ェ
イ
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・

レ
デ
ィ
ー
ス
戦
を
皮
切
り
に
後
半
戦

が
再
開
し
ま
し
た
。
４
月
16
日
時
点

で
４
試
合
を
終
え
、
１
勝
１
敗
２
分

け
。
順
位
を
７
位
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
は
約
２
週
間
、
静
岡
県
で

キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
後
半
戦
に
向
け

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
選
手
間
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
よ
り
活

発
に
な
り
、
村
松
監
督
が
目
指
す

サ
ッ
カ
ー
を
体
現
で
き
る
よ
う
、
選

手
た
ち
は
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

攻
撃
面
で
は
、
前
半
戦
の
第
２
節

大
宮
Ｖ
戦
で
負
傷
し
長
期
離
脱
を
し

て
い
た
園
田
瑞
貴
選
手
が
ピ
ッ
チ
へ

戻
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
サ
イ
ド

か
ら
の
攻
撃
力
が
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
結
果
に
も
表
れ
て
お

り
、
前
半
戦
で
は
10
試
合
中
７
だ
っ

た
得
点
も
、
後
半
戦
は
す
で
に
５
得

点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
結
果
と
し
て
は
引
き
分

け
の
試
合
が
多
く
、
失
点
は
４
。
守

備
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
チ
ー
ム
全

体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
課
題
で
す
。

　

４
月
24
日
（
日
）
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神

戸
レ
オ
ネ
ッ
サ
戦
以
降
は
、
29
日

（
祝
・
金
）
ア
ウ
ェ
イ
で
三
菱
重
工

浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス
戦
、
３
日

（
祝
・
火
）
ホ
ー
ム
で
同
じ
く
浦
和

戦
、
８
日
（
日
）
も
ホ
ー
ム
で
日
テ

レ
・
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ベ
レ
ー
ザ
戦

と
タ
イ
ト
な
試
合
日
程
と
な
り
ま
す
。

対
戦
相
手
は
全
て
上
位
チ
ー
ム
で
す

が
、
後
半
戦
巻
き
返
し
を
図
る
た
め

に
も
、
１
試
合
も
落
と
せ
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
戦
い
に
な
り
ま
す
が
、

チ
ー
ム
は
一
丸
と
な
っ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
温
か
い
ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
月
の
試
合
予
定

�

※
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
み
掲
載　
　

�

※
会
場
は
す
べ
て
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ

�

　
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム　
　
　
　

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
〉

第
14
節　

５
月
４
日
（
水
・
祝
）

vs
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

第
15
節　

５
月
８
日
（
日
）

vs
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

第
17
節　

５
月
21
日
（
土
）

vs
横
浜
Ｆ
Ｃ

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

第
19
節　

５
月
29
日
（
日
）

vs
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　〈
Ｙ
ｏ
ｇ
ｉ
ｂ
ｏ　
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
〉

第
20
節　

５
月
８
日
（
日
）

vs
日
テ
レ
・
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

　

ベ
レ
ー
ザ

午
後
６
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

第
21
節 

５
月
15
日
（
日
）

vs
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
レ
ジ
ー
ナ

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

アルビレックス
新潟情報!!

アルビレックスアルビレックス
新潟情報!!新潟情報!!



29　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　
つ
つ
じ
が
咲
き
誇
る
隠
れ
た
名
所

の
「
は
ま
な
す
公
園
」。
公
園
の
つ

つ
じ
と
発
電
所
、
煙
突
や
人
物
を
構

図
に
入
れ
た
写
真
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
す
！
入
賞
９
点
で

豪
華
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
４
月
23
日
（
土
）
～

５
月
15
日
（
日
）

※
開
花
時
期
が
ず
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
応
募
数
は
１
人
２
点
ま

で
で
す
。（
応
募
作
品
の
返
却
は

し
ま
せ
ん
。）

【
写
真
の
構
図
】

①
つ
つ
じ
と
発
電
所
や
煙
突

②
つ
つ
じ
と
人
物　
な
ど

【
応
募
締
切
】
５
月
23
日
（
月
）

必
着

【
表　
　
彰
】

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、

秀
賞
５
点

【
結
果
発
表
】

　
入
賞
者
へ
は
、
事
務
局
よ
り
ご

連
絡
し
ま
す
。

　
ま
た
、
入
賞
作
品
は
当
社
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（Tw

itter

・Facebook

）
に

て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
は

ま
な
す
館
（
入
口
付
近
）
や
聖
籠

町
役
場
、
町
民
会
館
、
図
書
館
、

聖
籠
観
音
の
湯
ざ
ぶ
～
ん
館
に
展

示
し
ま
す
。

東
北
電
力
㈱
東
新
潟
火
力
発
電
所

総
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
５
‐
２
５
６
‐
２
１
２
１

は
ま
な
す
公
園

　
「
つ
つ
じ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

【
新
入
生
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

の
校
門
の
桜
も
満
開
に
な
っ
た
４
月

初
旬
に
、
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
私
た
ち
が
入
学

し
て
か
ら
早
く
も
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
私
た
ち
サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
科

２
年
の
32
名
は
全
員
が
新
潟
県
外
出

身
で
、
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
や
考
え
方
も

様
々
で
、
常
に
新
た
な
発
見
が
あ

り
、
楽
し
く
有
意
義
な
学
校
生
活
を

送
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
で
の
出
会
い
や
経
験

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も

サ
ッ
カ
ー
業
界
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
目
指
し
て
成

長
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
入
学
し
て
き
た
後
輩

に
も
多
く
の
学
び
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
、
先
輩
と
し

て
引
っ
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　

新
入
生
と
共
に
今
シ
ー

ズ
ン
も
聖
籠
町
の
皆
様
と

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
等
を

通
じ
て
関
わ
っ
て
い
け
る

よ
う
試
行
錯
誤
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

【
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
喫
茶
に
お
邪
魔
し

ま
し
た
】

　

３
月
20
日
（
日
）
に
聖
籠
町
町
民

会
館 
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
喫
茶
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ 
サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
科
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
敬
和
学
園
大
学
の
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
サ
ー
ク
ル
の
方
々
も
参
加

し
、
町
民
の
方
々
と
共
に
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
喫
茶
は
毎
月
第
３
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
聖
籠
町
が
毎
月
発
行
し
て
い
る

「
社
会
教
育
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
聖
籠
町
で
行
わ

れ
て
い
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
我
々

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

方
々
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
数
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
地
域

に
貢
献
で
き
る
き
っ
か
け
作
り
を
今

後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

HP

メールアドレスの
QRコードはこちら↓

（E-mail : s.higashisoumu.
ns@tohoku-epco.co. jp）



広報聖籠 R4.5　30日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

みんなのひろば

渡辺 心
こ と

都 ちゃん

長谷川 千
ち か

花 ちゃん

八幡 優
ま こ

心 ちゃん冨樫 青
あ お

煌 ちゃん

渡辺 塁
る い

斗 ちゃん

佐久間 美
み お

緒 ちゃん

大津 伊
い

栞
おり

 ちゃん伊藤 茉
ま お

音 ちゃん

高松 蒼
あお

翔
と

 ちゃん

小林 六
りっ

華
か

 ちゃん

桜井 蒼
そういちろう

一郎 ちゃん新保 碧
あい

飛
と

 ちゃん

高口 怜
れい

香
か

 ちゃん東海林 蒼
そう

汰
た

 ちゃん

星野 良
ら ら

來 ちゃん

石塚 鷹
よう

 ちゃん

高松 奏
そ う

羽 ちゃん

木津 藍
らん

 ちゃん

大竹 希
き わ

和 ちゃん

鮓田 凰
おう

士
し

朗
ろう

 ちゃん

冷水 優
ゆ

奈
な

 ちゃん

伊藤 朱
しゅ

莉
り

 ちゃん

食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

内臓脂肪がつきにくい食事の工夫
しっかり食べて太りにくい生活　３つのポイント

１ 基本　　毎食、ごはんを中心に、主菜１皿と副菜２皿をそろえる。
２ 主菜　　魚と大豆製品はそれぞれ１日１回ずつ食べる。
３ 主菜　　肉は低脂肪のものを選ぶ（乳製品は高脂肪タイプを避ける）
４ 副菜　　旬の野菜、きのこ、海藻、芋、果物などをまんべんなく食べる。
５ 調理法　油脂を使った料理は、１食１皿
　 　　　　ドレッシングやマヨネーズ、
　 　　　　揚げ物は控える。
　 　　　　塩分の取り過ぎにも注意

※勤務時間等で生活時間が異なる場合
もスタートの食事を抜くと体内時計が
乱れていくので、遅らせずに食べるこ
と。また、最初の食事から10～12
時間以内に最後の食事を終了させる。

（例）男性 約250kcal
　 　女性 約200kcal
　 　　　　　　 程度

※間食のエネルギーオーバーを
食事で調整するのは危険です。

町の宝で〜す
3月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）管理栄養士　☎２７−６５１１

時間 朝食　午前８時まで
夕食　午後８時までを目指す 調整 週 1回は体重を測定し、

食事量や活動量を見直す
間食
・
飲酒

お菓子やアルコールは合わせて
１日の総エネルギーの１割以下

主食（米飯）を中心に
主菜１皿・副菜２皿で
バランスよく
油脂は１食１皿まで。

主　食
毎食、ごはんを中心に。
胚芽米や玄米をプラスすると
なお、よいでしょう。

副　菜
野菜、きのこ、海藻、芋などを
偏りなく毎食１～２皿。

主　菜
卵、魚、大豆を１日１回、
肉類は低脂肪なものを。

しっかり食べて太りにくい食事　5つのポイント



31　R4.5 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

み ん な の ひ ろ ば

故
人
の
功
績
を
た
た
え
て

　
元
聖
籠
町
議
会
議
員
の
田
村
冨
美

男
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
、
西
脇
町
長
が
ご
遺
族
に
対
し
故

人
の
ご
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も

に
、
感
謝
の
意
を
表
し
伝
達
授
与
し

ま
し
た
。

　
田
村
冨
美
男
さ
ん
は
、
平
成
14
年

８
月
か
ら
平
成
15
年
８
月
、
平
成
19

年
９
月
か
ら
令
和
元
年
８
月
ま
で
の

長
き
に
わ
た
っ
て
、
町
議
会
議
員
と

し
て
在
職
さ
れ
、
特
に
平
成
29
年
９

月
か
ら
令
和
元
年
８
月
ま
で
同
議
会

議
長
を
務
め
ら
れ
、
町
の
発
展
と
町

民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
４
年
か
ら
町
青
少
年

健
全
育
成
町
民
会
議
に
所
属
し
、
平

成
20
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
会
長
と

し
て
他
の
委
員
を
ま
と
め
る
な
ど
、

町
の
青
少
年
教
育
の
振
興
お
よ
び
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
、
ご
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
30
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
伝

達
授
与
に
は
、
ご
遺
族
の
小
黒
百
合

さ
ん
が
出
席
さ
れ
、「
父
は
孫
に
と

て
も
優
し
く
、
仕
事
で
は
な
か
な
か

見
せ
な
い
顔
も
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
好
き

で
、
家
族
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
も
多

か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
天
国
の
田
村
冨
美
男
さ
ん
と
ご
遺

族
の
皆
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

・

役
場
産
業
観
光
課

地
域
振
興
係
（
内
線
１
２
３
）

　
町
で
は
、
地
域
猟
友
会
「
新
潟

県
猟
友
会
北
蒲
原
支
部
」
の
方
が

鳥
獣
に
よ
る
人
身
被
害
や
農
作
物

へ
の
被
害
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
町

内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
定
期
的
に
町
内
を
巡
回
し
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
獣

を
捕
獲
し
て
い
る
ほ
か
、
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
人
命
を
脅
か
す

動
物
が
町
内
に
出
没
し
た
際
に

は
、
緊
急
出
動
し
て
パ
ト
ロ
ー

ル
、
必
要
に
応
じ
て
追
い
払
い
活

動
を
行
い
、
皆
さ
ま
の
安
全
確
保

に
努
め
ま
す
。

　
活
動
の
際
は
、
事
故
防
止
な
ど

に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

故
　
田
村  

冨
美
男 

さ
ん
（
次
第
浜
）

旭
日
単
光
章
受
章

聖
籠
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
ご
存
知
で
す
か

▲受章した田村冨美男さん

近藤 湖香さん 11歳

小川 おうたさん 5歳

ドラおさん 10歳

小山 縁さん 3歳
投稿するときはペンで書いてください。（薄いものは掲載できません）
住所と名前は必ず書いてください。（ペンネーム希望の場合は名前の横にペンネーム『○○○』と書いてください）１か月に一人１枚だけ受け付けます。

　
隊
長
の
渡
邊
で
す
。

　

皆
様
の
生
命
や
財
産
を
守

り
、
農
作
物
等
の
被
害
を
軽
減

す
る
べ
く
日
々
励
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
重
ね
て
の
お
願
い
と
な
り
ま

す
が
、
落
ち
た
果
実
や
未
収
穫

の
野
菜
な
ど
を
長
く
放
置
し
て

お
く
こ
と
は
、
野
生
動
物
へ
の

間
接
的
な
餌
付
け
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
早
期
の
撤
去
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
聖
籠
町
鳥
獣
被
害
対
策

　
実
施
隊
長
　
　
渡
邊
　
眞
一

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
長

�

か
ら
の
お
願
い
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祝

聖籠中学校

蓮野小学校

山倉小学校

亀代小学校 なないろこども園

ハーモニーこども園

聖籠はじめこども園

ほしぞらこども園

せいろう幼稚園




